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１．工事名称 

名取市消防団本部施設改築（電気設備）工事 

 

２．工事場所 

名取市増田五丁目１８－３２地内 

 

３．工事範囲 

本工事の施工範囲は、本仕様書及び設計図に示す範囲とする。 

 

４．別途工事 

名取市消防団本部改築（解体）工事 

    名取市消防団本部施設改築（建築）工事 

    名取市消防団本部施設改築（機械設備）工事 

名取市消防団本部改築（外構）工事 

名取市消防団本部改築（既存建物改修）工事 

５．特記事項 

名取市消防署敷地内での工事であるため、消防署の運用に支障がないように 

努めること。また、名取市消防署施設利用者及び近隣への安全対策については、 

万全を期すこと。 

  

６．工事期間 

契約締結の翌日から令和８年３月３１日までとする。 

本工事の工期は上記期間としているが、名取市議会の予算繰越承認を受けた場合 

工期延長予定（令和８年１１月頃）であるため、延長予定工期での積算とすること。 

（諸検査の合格をもって期日まで引き渡しのこと） 

現場は現在解体工事作業中のため解体工事完了後、工事着手出来るものとする。 

 

 

７．入札日時・入札条件・契約条件・設計図書等に関する質問等 

   『入札通知』による 

 

８．設計図書 

本仕様書           １式 

設計図            １部（表紙共 全２０枚） 

現場説明事項書        １式 

 

９．設計図書の優先順位 

設計図書の優先順位は、原則として次のとおりとする。 
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第１位 現場説明事項書及び質問回答書 

第２位 本仕様書 

第３位 設計図 

第４位 共通仕様書（当該年度における最新版） 

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「標準仕様書」、「工事監理指針」 

第５位 公共規格及びこれに準ずる規格 

 

１０．工事計画及び施工図 

施工計画書・各種工事の施工図は事前に提出し、監督員の承認を得た後に施工する

こと。 

 

１１．官公署への手続き 

工事の施工に必要な官公署・その他への手続き・届出等は速やかに行い、それに伴

う費用は全て請負者の負担とする。 

     

１２．設計変更等 

仕様書・設計図等に食い違いがあった場合は、速やかに監督員に報告、協議すること。 

 

１３．工事の安全対策 

（１）工事にあたり第三者・隣地並びに公道等に損傷を与えぬよう、十分配慮すること。

重機搬入搬出や産業廃棄物搬出経路を定め、工事安全に十分努めること。万一損傷を

与えた場合は、請負者の責任と金銭負担において速やかに補償、または原形復旧する

こと。 

（２）請負業者は労災・火災その他の賠償責任保険等に加入することとし、写しを市へ提

出すること。 

（３）工事の安全対策、車両進入等他についても十分注意すること。 

 

１４．現場組織の編成 

（１）請負者は本工事を行うにあたって、十分な現場組織を編成しなければならない。 

（２）工事の現場代理人及び主任技術者は、関係法令に定める資格を有し、現場代理人の 

経験があるものとする。 

 

１５．検査 

（１）完成検査は、自社において所定の検査を完了した後、名取市の完成検査を受けるも

のとする。 

（２）工事完了後に、名取市が何らかの理由で検査・試験・測定等を行う場合、会計検査

を受ける場合等において請負業者はこれに協力すること。 
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１６．工事現場における注意事項 

（１）事前調査   

工事に先立ち施設等の事前調査を密に行い、後日問題が生じないよう配慮すること。 

また、配管配線等の位置、構造、老朽度を調査確認し支障のあるものについては、保

安・維持に努めること。なお、これに要する費用は本工事に含むものとする。 

 

 

（２）苦情等の処理 

工事による苦情・建物の損傷・その他の問題が生じた場合は、全て請負者の責任にお

いて補償すること。 

（３）労働者への安全対策 

労働者への労働災害防止と安全衛生を図るため、始業時に朝礼、ミーティング等を行

い、労働者の安全への意識向上に努めること。 

  （４）本工事請負者は、地元名取市内から下請負者等の採用について十分配慮すること。    

なお、下請負者等は市の承認を得た後決定すること。 

 

１７．現場代理人の常駐義務緩和について（名取市ホームページ参照のこと） 

  （１）本工事は、現場代理人の常駐義務の緩和措置についての該当工事である。 

  （２）現場代理人が兼務する場合は下記のとおりとする。 

・工事担当課に届出書を提出すること 

・兼務する工事は名取市が発注する工事であること。 

・工事現場の相互距離は自動車で通行可能な経路で１０ｋｍ程度までとし、工事現場

の運営及び安全管理等に支障が無いこと。 

 

１８．主任技術者の専任要件の緩和措置について（名取市ホームページ参照のこと） 

  （１）本工事は、主任技術者の専任要件の緩和措置についての該当工事である。 

 （２）主任技術者が兼務する場合は下記のとおりとする。 

・工事担当課に届出書を提出すること。 

・兼務する工事は国、県又は市町村が発注する工事であること。 

・工事現場の相互距離は自動車で通行可能な経路で１０ｋｍ程度までとし、工事現場 

の運営及び安全管理等に支障が無いこと。 

 

１９．積算基準及び設計単価は、令和７年１０月の基準及び単価としている。 

 

２０．週休２日モデル工事の適用の有無 

（1)本工事は、週休２日モデル工事の対象である。 

    週休２日モデル工事の対象工事の場合は名取市「週休２日モデル工事」実施要領に 

基づき、行うこととする。 
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（2)本工事の、週休２日モデル工事の種別は、現場閉所型である。 

（3）本工事の週休２日工事の区分は、当初発注において、補正係数なしで積算しており、

「月単位の週休２日」、「完全週休２日」に取り組む場合は、工事着手前に受発注者

間で協議の上、週休２日の区分を決定することとする。 

協議により、「月単位の週休２日」又は「完全週休２日」に取り組み、達成した場合

は、精算変更時に達成した区分に応じた週休２日の補正係数に変更する。 



 

 

 

第１１５号 名取市消防団本部施設改築（電気設備）工事 

 

参考金抜き設計書 

 

 

 

 

      【 取扱上の注意事項 】 

本設計書に記載されている数量は参考数量であり、本設計書は工事請負契約に記載されている設計図書には含まれない。 

 

 

宮 城 県 名 取 市 



名　　称 ：

円　（消費税除く）

一金 円　（消費税含む） 上段　：　変更後　赤字

下段　：　変更前　黒字

直 接 費 1.00 式

共 通 仮 設 費 1.00 式

現 場 管 理 費 1.00 式

一 般 管 理 費 1.00 式

工 事 価 格 1.00 式

消 費 税
相 当 額 1.00 式 10%

合 計

費　　目 工　　種 種　　別 細　　別 明番 摘　  要数　　量 単位 単　価 金　　　額　

単位 単　価 金　　　額　 明番 摘　  要

宮  　城　  県　  名　  取　  市

名取市消防団本部施設改築（電気設備）工事

費　　目 工　　種 種　　別 細　　別 数　　量

  集－1



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

　

処分費

A 電気設備工事 1.0 式

処分費

計

仕　　　　　様 摘　　　要

名取市消防団本部改築（電気設備）工事



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

Ａ 電気設備工事 　

1 受変電設備 1.0 式

2 幹線・動力設備 1.0 式

3 電灯コンセント設備 1.0 式

4 電話配管設備 1.0 式

5 拡声設備 1.0 式

6 テレビ共聴設備 1.0 式

7 自動火災報知設備 1.0 式

8 非常照明・誘導標識設備 1.0 式
処分費

9 発生材処分 1.0 式

処分費

　 計

　

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

1 受変電設備

既存ｷｭｰﾋﾞｸﾙ改造 電灯・動力・発電回路 （改修） 1.0 式

計

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

2 幹線・動力設備

ＥＭ－ＣＥＴケブル ＣＥＴ22ｓｑ ＦＥＰ内 95.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥＴケブル ＣＥＴ14ｓｑ ＦＥＰ内 43.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥＴケブル ＣＥＴ22ｓｑ 管内 10.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥＴケブル ＣＥＴ14ｓｑ 管内 5.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥケ－ブル ＣＥ5.5ｓｑ－3Ｃ ＰＦ内 2.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥケ－ブル ＣＥ5.5ｓｑ－3Ｃ ころがし 12.0 ｍ

絶縁電線 ＥＭ－ＩＥ2.0mm ＰＦ内 2.0 ｍ

絶縁電線 ＥＭ－ＩＥ2.0mm ころがし 12.0 ｍ

絶縁電線 ＥＭ－ＩＥ5.5sq ＦＥＰ内 95.0 ｍ

絶縁電線 ＥＭ－ＩＥ5.5sq 管内 10.0 ｍ

波付硬質合成樹脂管 （ＦＥＰ50） 地中 24.0 ｍ

波付硬質合成樹脂管 （ＦＥＰ40） 地中 10.0 ｍ
塗装無し

ねじなし電線管 （Ｅ51） 隠ぺい 10.0 ｍ
塗装無し

ねじなし電線管 （Ｅ39） 隠ぺい 5.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ22） 隠ぺい 2.0 ｍ

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

電灯動力分電盤 （ＬＰ－1） 1.0 面

手元開閉器 1.0 個

取付板 樹脂製／小 1.0 枚

防火区画貫通処理材 （床）　（Ｅ51） 4.0 か所

防火区画貫通処理材 （床）　（Ｅ39） 2.0 か所

防火区画貫通処理材 （壁）　（Ｅ25） 1.0 か所
600ｘ600ｘ850

（既設）ハンドホ－ル解体 1.0 基

（新設）ハンドホ－ル Ｈ1－9Ｒ2Ｋ－60　　 1.0 基

（既存HH内ケーブル切り回し （一時切離し） 1.0 か所

（既存HH内ケーブル再接続 （3Ｍにて直線接続） 1.0 か所
（引抜取外し）

ケ－ブル ＣＶ8ｓｑ－3Ｃ　（ＦＥＰ管）内 33.0 ｍ
（引抜取外し）

ケ－ブル ＣＶ14ｓｑ－3Ｃ　（ＰＥ管）内 33.0 ｍ

計

仕　　　　　様 摘　　　要

ＥＬＢ3Ｐ30ＡＦ/30ＡＴ

（既設）コンクリ－ト製／手壊し



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

3 電灯コンセント設備

照明器具 （Ａ1） 4.0 台

照明器具 （Ａ2） 13.0 台

照明器具 （Ｂ1） 9.0 台

照明器具 （Ｃ1） 3.0 台

照明器具 （Ｃ2） 4.0 台

照明器具 （Ｄ1） 1.0 台

照明器具 （Ｅ1） 2.0 台

照明器具 （Ｆ1） 2.0 台

照明器具 （Ｇ1） 2.0 台

照明器具 （Ｈ） 1.0 台
金属製プレ－ト ネ－ム無し

埋込スイッチ 3Ｗ15Ａｘ1（ＷＰ） 2.0 個
金属製プレ－ト ネ－ム付

埋込スイッチ 3.0 個
金属製プレ－ト ネ－ム付

埋込スイッチ 2.0 個
金属製プレ－ト ネ－ム付

埋込スイッチ 1.0 個
金属製プレ－ト ネ－ム付

埋込スイッチ 3Ｗ15Ａｘ2 1.0 個

摘　　　要

1Ｐ15Ａｘ1＋1Ｐ15Ａｘ1（ＯＮピカ）

1Ｐ15Ａｘ1＋3Ｗ15Ａｘ1

1Ｐ15Ａｘ2＋3Ｗ15Ａｘ1

仕　　　　　様



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

金属製プレ－ト ネ－ム付
埋込スイッチ 1.0 個

金属製プレ－ト ネ－ム付
埋込スイッチ 1.0 個

金属製プレ－ト ネ－ム付
埋込スイッチ 1.0 個

（ＳＬ－1）
埋込操作ユニット 1.0 個

フラッシュプレ－ト 新金属製／角型 1.0 枚

防雨入線カバ－ 4.0 枚

熱線センサ－付人感センサ－ 親機 ＤＳ1-ＮＴ 1.0 個

熱線センサ－付人感センサ－ 子機 ＤＳ1－Ｎ 1.0 個

熱線センサ－付人感センサ－ 換気扇連動型 ＤＳ1－Ｎ 2.0 個
金属製プレ－ト

埋込コンセント 2Ｐ15Ａｘ1 7.0 個
金属製プレ－ト

埋込コンセント 2Ｐ15Ａｘ2 7.0 個
金属製プレ－ト

埋込コンセント 2Ｐ15Ａｘ１，ＥＴ付 4.0 個
金属製プレ－ト

埋込コンセント 8.0 個
金属製プレ－ト

埋込コンセント 3.0 個
樹脂製

埋込コンセント 4.0 個

埋込コンセント 1.0 個

仕　　　　　様 摘　　　要

2Ｐ15Ａｘ2，ＥＴ付

2Ｐ15Ａｘ2，抜止／天井付

2Ｐ15Ａｘ2，Ｅ付　（ＷＰ）

2Ｐ30Ａｘ1，ＥＴ付　（200Ｖ）

1Ｐ15Ａｘ3＋3Ｗ15Ａｘ1

1Ｐ15Ａｘ3＋1Ｐ15Ａｘ1（ＯＮピカ）

人感センサ－　（連続－切－手）

1Ｐ15Ａｘ1＋3Ｗ15Ａｘ1＋3Ｗ15Ａｘ1（ＯＮピカ）



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

樹脂製
露出型コンセント 1.0 個

位置ボックス 71.0 個

スイッチボックス 2個用 2.0 個

露出ボックス 1.0 個

1種金属線ぴ Ｂ型 1.0 ｍ

1個用スイッチボックス 線ぴ／Ｂ型 1.0 個

コ－ナ－ボックス 線ぴ／Ｂ型 1.0 個

ジャンクションボックス Ｆ用／大型 1.0 個

異種管接続材 （ＦＥＰ30）－（Ｇ22） 1.0 組

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－2Ｃ ころがし 84.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－2Ｃ ころがし 6.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－3Ｃ ころがし 169.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－3Ｃ ころがし 10.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ2.0－2Ｃ ころがし 22.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ2.0－3Ｃ ころがし 100.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－2Ｃ （ＰＦ内） 30.0 ｍ

2Ｐ15Ａｘ2，ＥＴ付

102ｘ44Ｃ付／鋼板製

一方出／Ｇ22／角型

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－3Ｃ （ＰＦ内） 49.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－3Ｃ 線ぴ内 2.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ2.0－2Ｃ （ＰＦ内） 9.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ2.0－3Ｃ （ＰＦ内） 49.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥケ－ブル ＣＥ3.5ｓｑ－3Ｃ （管内） 1.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥケ－ブル ＣＥ3.5ｓｑ－3Ｃ （ＦＥＰ内） 13.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥケ－ブル ＣＥ3.5ｓｑ－3Ｃ ころがし 22.0 ｍ

ＥＭ－ＣＥケ－ブル ＣＥ3.5ｓｑ－3Ｃ （ＰＦ内） 8.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－3Ｃ （管内） 3.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ16） 隠ぺい 32.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ22） 隠ぺい 113.0 ｍ

ねじなし電線管 （Ｅ19） 露出 3.0 ｍ

ねじなし電線管 （Ｇ22） 露出 1.0 ｍ

波付硬質合成樹脂管 （ＦＥＰ30） 地中 13.0 ｍ

防火区画貫通処理材 （Ｅ19） 2.0 か所

防火区画貫通処理材 （Ｅ25） 4.0 か所

計

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

4 電話配管設備

導入線 ＰＦ管内 87.0 ｍ

導入線 ＰＦ管内 47.0 ｍ

厚鋼電線管 （Ｇ22） 露出 4.0 ｍ

厚鋼電線管 （Ｇ28） 露出 9.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ16） 隠ぺい 24.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ22） 隠ぺい 27.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ22） 隠ぺい 21.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ28） 隠ぺい 37.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ28） 隠ぺい 13.0 ｍ

端子盤 Ｔ－1 1.0 面

電話受口 3.0 個
１個 0.42m2

プルボックス 0.42 m2
1個 0.9m2

プルボックス 0.9 m2

位置ボックス 102ｘ44Ｃ付／鋼板製 3.0 個
（機械はつり）

壁貫通補修 100～150mm/25mm 2.0 か所

摘　　　要仕　　　　　様

鋼板製埋込型400ｘ500ｘ150

新金属製／ＭＪ　6極4芯

ＳＳ300ｘ300ｘ200ＳＵＳ（ＷＰ）

ＳＳ500ｘ500ｘ200ＳＵＳ（ＷＰ）



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

計

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

5 拡声設備

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＥＭ－ＡＥ0.9－2Ｃ 管内 3.0 ｍ

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＥＭ－ＡＥ0.9－2Ｃ 管内 4.0 ｍ

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＥＭ－ＡＥ0.9－2Ｃ ころがし 8.0 ｍ

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＥＭ－ＡＥ0.9－2Ｃ ＰＦ内 14.0 ｍ

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＥＭ－ＡＥ0.9－2Ｃ ＰＦ内 27.0 ｍ

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＥＭ－ＡＥ0.9－3Ｃ ころがし 27.0 ｍ

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＥＭ－ＡＥ0.9－3Ｃ ＰＦ内 6.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ16） 隠ぺい 31.0 ｍ

ねじなし電線管 （Ｅ19） 露出 3.0 ｍ

ホ－ン形スピ－カ－ ＳＨ－5 1.0 個

小型埋込スピ－カ－ ＳＣ4Ｈｉ　Ｖ0 3.0 個

小型埋込スピ－カ－ ＳＣ4Ｈｉ　Ｖ3 （ＡＴＴ付） 2.0 個

アッテネ－タ－ 新金属プレ－ト Ｓ（金属製） 4.0 個

位置ボックス 102ｘ44Ｃ付／鋼板製 5.0 個

防雨入線カバ－ 1.0 個

計

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

6 テレビ共聴設備

ＥＭ同軸ケ－ブル EM－Ｓ－5Ｃ－ＦＢ ころがし 19.0 ｍ　

ＥＭ同軸ケ－ブル EM－Ｓ－5Ｃ－ＦＢ ころがし 32.0 ｍ　

ＥＭ同軸ケ－ブル EM－Ｓ－5Ｃ－ＦＢ ＰＦ内 4.0 ｍ　

ＥＭ同軸ケ－ブル EM－Ｓ－5Ｃ－ＦＢ ＰＦ内 1.0 ｍ　

ＥＭ同軸ケ－ブル EM－Ｓ－5Ｃ－ＦＢ 管内 4.0 ｍ　

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ16） 隠ぺい 4.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ16） 隠ぺい 1.0 ｍ

分配器 2分配 ＳＨ－Ｄ2 1.0 個
（施工費）

分配器 2分配 屋内 1.0 個

分岐器 2分岐器 ＳＨ－Ｃ2 1.0 個
（施工費）

分岐器 2分岐器 屋内 1.0 個
新金属製

直列ユニット ＳＨ－7Ｆ 端末 2.0 個

位置ボックス 102ｘ44Ｃ付／鋼板製 2.0 個
（機械はつり）

壁貫通補修 100～150mm/25m 1.0 か所

計

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

7 自動火災報知設備

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＡＥ0.9－4Ｃ ころがし 69.0 ｍ

ＥＭ－ＡＥケ－ブル ＡＥ0.9－4Ｃ ＰＦ内 8.0 ｍ

ＥＭ－ＨＰケ－ブル ＨＰ0.9－5Ｐ ころがし 36.0 ｍ

ＥＭ－ＨＰケ－ブル ＨＰ0.9－5Ｐ ＰＦ内 3.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ16） 隠ぺい 8.0 ｍ

合成樹脂製可とう電線管 （ＰＦ22） 隠ぺい 3.0 ｍ

厚鋼電線管 （Ｇ36） 露出／塗装無し 4.0 ｍ

総合盤 1級／埋込型 1.0 面

差動式スポット型感知器 2種／露出 5.0 個

差動式スポット型感知器 2種／露出 1.0 個

光電式スポット型感知器 2種／露出 6.0 個

位置ボックス 15.0 個

位置ボックス 1.0 個

消火器 2.0 本
（機械はつり）

壁貫通補修 100～150mm/25m 1.0 か所

仕　　　　　様 摘　　　要

粉末10形／スタンド付

102ｘ44Ｃ付／鋼板製

102ｘ44Ｃ付／鋼板製



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

防火区画貫通処理材 （ＰＦ16） 2.0 か所

火災報知立会検査 Ｐ型1級 1.0 工事

計

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

8 非常照明・誘導標識設備

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ1.6－2Ｃ ころがし 21.0 ｍ

ＥＭ－ＥＥＦケ－ブル ＥＥＦ2.0－2Ｃ ころがし 3.0 ｍ

非常照明器具 ａ1 Ｋ1－ＬＲＳ11－1 1.0 台

非常照明器具 ａ1 Ｋ1－ＬＲＳ11－1 2.0 台

非常照明器具 ａ2 Ｋ1－ＬＲＳ11－2 2.0 台

誘導標識 避難口 3.0 枚

誘導標識 通路 1.0 枚

計

仕　　　　　様 摘　　　要



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

9 発生材処分
処分費

コンクリートガラ処分　 積込・運搬費共 1.0 式
処分費

廃プラスチック類処分 積込・運搬費共 1.0 式

銅スクラップ 15.1 ｋｇ

処分費
計

仕　　　　　様 摘　　　要
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工事名：名取市消防団本部改築（電気設備）工事 

工事場所：増田五丁目１８－３２地内 

 

 

 

消防団本部 

Ｎ 

国
道
４
号 

 
名取市消防署 

 
増田グラウンド 

 
県道 閖上港線 

 
増田交番 



図　　面　　名　　称図面番号 縮　　尺

表紙・図面リスト

工事区分表

Ａ１　１／５０

図面番号 図　　面　　名　　称 縮　　尺

Ａ１　１／５０

Ａ１　１／５０

Ａ１　１／５０

Ａ１　１／５０

E－００

E－０１

E－０２

E－０３

E－０４

E－０５

E－０６

E－０７

E－０８

E－０９

E－１０

E－１１

E－１２

E－１３

E－１４

E－１５

E－１６

電気設備工事特記仕様書

Ａ１　１／１００計画建物周辺図（幹線配線）

受変電設備単線結線図（既存）変更

電灯・動力分電盤結線図

照明器具姿図

1階（増築部）電灯設備図

2階（増築部）電灯設備図

Ａ１　１／５０

1階（増築部）幹線・ｺﾝｾﾝﾄ設備図

2階（増築部）幹線・ｺﾝｾﾝﾄ設備図

1階（増築部）弱電設備図

2階（増築部）弱電設備図 Ａ１　１／５０

Ａ１　１／５０

1階（増築部）自動火災報知設備図

2階（増築部）自動火災報知設備図・非常照明設備図

E－１７

E－１８

E－１９

(増築後）自動火災報知設備　系統図

2階全体平面図　非常照明設備図

1階全体平面図　非常照明設備図 （既存部分）

（既存部分）

※参考図

※参考図

※参考図

※参考図

1階全体平面図　自動火災報知設備図　（既存部分）

2階全体平面図　自動火災報知設備図　（既存部分）

Ａ１　１／１５０

Ａ１　１／１５０

Ａ１　１／１５０

Ａ１　１／１５０

有限
会社 環 境 デ ザ イ ン 工 房

名　取　市

図面リスト 図面リスト

名取市消防団本部改築（電気設備）工事



撤去工事

電気設備工事特記仕様書【令和６年４月版】

※　風速６０ｍ／ｓ　　　　　・　　　　　　　　　　ｍ／ｓ

・テレビ電波障害防除

・　監視操作装置　　　・　信号処理装置　　　・　伝送装置　　　・　分散処理装置

２．交流無停電電源装置

１．直流電源装置

容量　　　　　ｋＶＡ
用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　アルカリ蓄電池（　・ＡＨ　・ＡＭＨ　・　　　　）

・　アルカリ蓄電池（　・ＡＨ　・ＡＭＨ　・　　　　）

電
力
貯
蔵
設
備

※　非常用照明器具電源，受変電設備制御電源供用　　　・　受変電設備制御専用　　　・　非常用照明器具専用

・　リチウムイオン電池

蓄電池　　　・　鉛蓄電池（　・　ＨＳ　　・　ＣＳ　　・　ＭＳＥ　　・　長寿命形ＭＳＥ　　　・　　　　 ）

蓄電池　　　・　鉛蓄電池（　・　ＨＳ　　・　ＣＳ　　・　ＭＳＥ　　・　長寿命形ＭＳＥ　　　・　　　　 ）

　施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するとともに，「事故報告書」を別に指示する期日までに
監督職員に提出する。

　本工事に必要な工事用電力，水などの費用は引渡まですべて請負者の負担とする。

これらのものについては，その品質・性能が図面と同等品もしくはそれ以上の

本図面中で，機器の品質・グレードを規定する目的で機器の寸法形状や諸元を
注記：機器参考図について

参考図として記載している。

ものを使用するものとする。

建　物　名　称 備　　　考に よ る 用 途 区 分
消防法施行令別表第一

建築面積(㎡)階　　数構　　　造

３．建物概要

２．工事場所

Ⅰ．工事概要

４．工事種目（・印のついたものを適用する。）

備・動力設

工事種目
・電灯設備

・電熱設備

・情報表示設備
・映像・音響設備
・拡声設備
・誘導支援設備

章 項　　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

一　　　　

般　　　　

共　　　　

通　　　　

事　　　　

項

一

般

共

通

事

項

１．一般事項

・構内交換設備
・構内情報通信網設備

・テレビ共同受信設備
・監視カメラ設備

屋外
工　　事　　種　　別

屋　　　外
備　　　考

別紙仕様書による

建物別及び

５．指定部分　　　　　　※　なし　　　・　あり　（工　　期：平成　　年　　月　　日）

１．電気方式

２．施工場所及び面積

分岐　　　相　　線式　　　　Ｖ
幹線　　　相　　線式　　　　Ｖ　５０Ｈz

・　　　　　　　　　（　　　　　㎡）　　　・　　　　　　　　（　　　　　㎡）

電
熱
設
備

１．工事範囲

４．接地極

５．測定用補助接地極

雷
保
護
設
備

３．避雷導線

２．受雷部 ・　突針　　　　・　棟上導体　　　・　笠木（別途）など

・　受雷部　　　・　引下げ導線　　　・　接地極埋設

・　設置

受

変

電

設

備

２．監視制御対象設備 ・　動力設備　　　　・　受変電設備　　　　・　発電設備　　　　・　火災報知設備

３．表示操作盤

４．監視制御装置

・
・・

・組込み機器

７．外灯設備

東北電力（株）外線工事基準（架空線編）に準ずる。

２．電気方式

１．工事範囲

３．布設方法

４．柱上機器

※　処理者銘板取付（屋内外共，線名，作業日，氏名を表示）

６．その他

８．沈下対策

・　定格電圧　　　　　　Ｖ　　　　　　Ｗ

１．工事範囲 ・　管路　　　　　　・　配線

２．用途

３．施工方法

４．標識シート

構
内
通
信
線
路

・　壁掛形　　　　・　自立形

・　管路　　　　・　配線　　　　・　機器類

屋外側　　　※　一般用　　　・　耐塩用５．高圧ケーブルの
端末処理

９．標識シート

10．予備配管

１．工事範囲 ・　配管　　　　・　配線　　　　・　機器類

屋外キュービクルから第１ハンドホールまでの予備配管（ＦＥＰ１００：１本）を設ける。
分電盤，動力盤から建物へのハンドホールまでの予備配管（ＦＥＰ８０：２本）を設ける。

地中線路及びハンドホール等沈下が考慮される場合は，沈下対策を施す。（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　低圧　単相３線式　１００／２００Ｖ
・　低圧　三相３線式　２００Ｖ
・　高圧　三相３線式　　６ｋＶ　　５０Ｈz

・　低圧　単相２線式　１００Ｖ

・　電話用　　　　　・　時計，拡声用　　　・　火災報知用

・　高圧負荷開閉器　　　　　　　　　※　一般用　　　　　・　耐重塩じん用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　地絡継電器付き（※　方向性　・　無方向性）
・　避雷器　　　　　　　　　　　　　※　一般用　　　・　耐塩用
・　高圧カットアウト，がいしなど　　※　一般用　　　・　耐塩用

1,300

非常ボタン(便所用)

壁掛形制御盤

床上～中心

直列ユニット(一　般)

集合保安器箱
取引用計器
引込開閉器
分電盤

電　　　　力　　　　設　　　　備
名　　　　　称 測　　点

通　　　　信　　　　設　　　　備
取付高（㎜）測　　点名　　　　　称

地上～窓中心
床上～中心
床上～中心 1,500(上端1,900以下)

取付高（㎜）

床上～中心

1,800～2,200

1,300

・

・

等

電

話

時
計

拡
声

通
信
設
備

警
報
・
表
示

〃　　(和　室)

引込線留め高

端子盤(廊下、室内)
〃　(ＥＰＳなど)

壁付アウトレット(一　般)

壁掛形親時計
子時計
壁掛形スピーカ
壁付アッテネータ
壁付インターホン(一　般)

〃　　　(身体障害者)
壁付アウトレット(一　般)

〃　　　(和　室)
機器収容箱

表示盤
壁付発信機
ベル，ブザー，チャイム
壁付押しボタン(一　般)

〃　　　(和　室)

地上～引込点

〃　(身体障害者玄関)

天井下～上端
床上～下端
床上～中心
床上～中心

〃
〃
〃

床上～中心
〃
〃
〃

天井下～上端
床上～中心

〃
床上～中心

〃
〃

床上～中心
〃

200
300

1,500
300

1,300

300
150～200

200
300

1,300
2,300
1,300

電
力
共
通

電

灯

動

力

身
障
者
用

開閉器箱
電磁開閉器用ボタン

〃　　　(玄関子機)
廊下表示灯(復旧ボタン付)
身障表示ランプ
スイッチ

床上～中心
〃
〃

床上～中心
〃
〃
〃
〃
〃

1,500
1,300
900

1,300

1,300
1,500

火
災
報
知
器

受信機
副受信機
機器収容箱
発信機
表示灯
ベル
液化石油ガス用検知器
都市ガス用検知器　(軽質)

〃　　　　(重質)

床上～中心
〃
〃
〃

〃
床上～上端
天井～上端
床上～上端

床上～中心

800～1,500
800～1,500
800～1,500
800～1,500

2,100
2,300

150
250

1,100

1,100

1,500(上端2,000以下)

250

1,300

2,300

1,500(上端2,000以下)
150～200

　約　1,800

表２「機器取付高さ」　図面に特記なき場合は下表による。ただし，これによりがたい場合は監督員と協議する。

壁付インターホン(親機)

1,000以下
1,500以上

150
2,000～2,500
2,100～2,300
800～1,300
500～1,000

1,200
300

150～ 200
100

ファン下端
800～1,000

1,300

2,300

　　200
2,300

900

〃　 　(踊　場)
〃 　　(鏡　上)

〃　　(和　室)
〃　　(台　上)
〃　　(ファン用)
〃　　(厨　房)
〃　　(車　庫)
〃　　(機械室)
〃　　(土　間)

〃　 （和　室）
スイッチ　(一　般)

コンセント(一　般)

ブラケット(一　般)

避難口誘導灯
廊下通路誘導灯

〃
〃

台上～中心
床上～下端
床上～中心

〃
〃
〃

床上～中心
〃

鏡上端～中心
床上～下端
床上～上端

〃

２．特記事項

（２）特記事項は，・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。
　　　・印と※印の付いた場合は，共に適用するものとする。

（１）項目は番号に・印の付いたものを適用する。

（１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編，

Ⅱ．特記仕様書

２．機　材　等
　同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受けるものとする。
※　本工事に使用する機材等は，設計図書に規定するもの，またはこれらと同等のものとする。ただし，これらと

※　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は，日本工業規格及び日本農林規格のＦ☆☆☆☆規格品，壁装材料協会

　本工事着手前に主要機材メーカーリスト及び機器製作図を提出し，監督職員の承諾を受ける。

構内につくることが　　　※　できる　　　・　できない

※　設けない　　　　・　設ける（　　　　号・・・建築工事）

１．工事範囲

10．自動力率制御装置

・　設置11．測定用補助接地極

３．機材の品質・性能証明

　他工事との工事区分は図面に特記なき場合，「各工事の工事区分表」による。

　外部に面する壁，天井でＦＰ板（スタイロホーム等）打込み箇所に取付ける位置ボックスなどは，保温，結露防止
処理を行う。

　本工事では環境配慮の観点から，原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。なお，標準仕様書第６編　通信
情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　1.1.1　電線類等　表1.1.1電線類に次の種類を追加する。

　合成樹脂製可とう管は，ＰＦ管(一重管)とし，温度による分類はタイプ－25とする。

いんぺい箇所　　　・　ビニル被覆あり　　　　　・　ビニル被覆なし
露出箇所　　　　　・　ビニル被覆あり　　　　　・　ビニル被覆なし

　鋼鉄製とする。なお，床版で保温板打込み部分は，断熱材用インサート（亜鉛めっき製品）を使用する。

　長さ１ｍ以上の通線しない電線管には，１．２㎜以上のビニル被覆鉄線を通線する。

　図面に特記なき場合，（　※　金属製（ステンレス・新金属も含む）　　・　樹脂製　）とする。

また，振動をともなう機器の支持金物のナットは，ダブルナットとする。

施工方法　　　　　・　接着系　　　（　※　有機系　　　　・　接着剤　　）
　　　　　　　　　・　金属拡張系　（　※　本体打込式　　・　　　　　　）
性能・施工確認　　※　行わない　　　　・　行う

　接地極は図面に特記なき場合，下表による。なお，ＥＢの長さは１，５００㎜とする。
ただし，Ｄ＝１０は１，０００mm，Ｗ＝３０は１，２００mmとする。
　装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

雷保護設備用接地
雷保護設備用接地

　Ω以下・

本配線盤の保安装置

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組
ＥＢ(Ｄ＝10又はＷ＝30)×１

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－　組
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×１
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×１
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－　組

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×１

10Ω以下
10Ω以下

Ω以下
100Ω以下
100Ω以下
10Ω以下
Ω以下

100Ω以下

ＥLH
ＥLL
Ｅo

ＥS
ＥDa
ＥDt

Ｅt

ＥD

避雷器用（高圧用）
避雷器用（低圧用）
測定用

防犯装置用
拡声増幅器
電話引込口の保安器

構内交換機（陽極）用

Ｄ種

ＥAｔ

・
・
・
・
・

・

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×２
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組

接地抵抗値

10Ω以下
　Ω以下
10Ω以下
10Ω以下
10Ω以下

　Ω以下

ＥC
ＥB
ＥA
ＥA・ＥC・ＥD
ＥA・ＥD・ＥLH

Ｃ種
Ｂ種
Ａ種
共同接地
共同接地

接地極の規格，数量接 地 の 種 別 記　　号

延べ面積(㎡)
・　機器類　　・　

・　別契約の関係請負者が設置したものは，無償で使用できる。　　　・　本工事で設置する。

動

力

設

備

　　によるものとし、二段手すり及び幅木の機能を有するものでなければならない。
　　　なお，枠組足場を設ける場合は，「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21年4月改訂）

中
央
監
視
制
御
設
備

構

内

配

電

線

路

電

灯

設

備

　規格適合品または同等品，化学物質等製品安全データシート等にホルマリン不使用が明示されたものとする。

　分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径などは，監督職員の承諾を受け
け変更してもさしつかえない。

　　　特記仕様書は（　／　）図，建築工事の特記仕様書は（　／　）図による。
（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。なお，機械設備工事の

※　水平高低調節付（空転防止リング付）　　　・　銅合金製　　　・　アルミ合金製

（ＥＭ－ＭＥＥＳ）

ＥLA
ＥLA

ＥＰ×２
ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×　連－　組

・自動火災報知設備
・防犯・入退室管理設備

・中央監視制御設備

・駐車場管制設備

　本工事着手前に工事目的物及び工事材料等を，本工事完了後引渡し期日まで火災保険及びその他の保険に付し，
写しを監督職員に提出する。

４．保　険

本工事は，公共職業安定所の紹介する者の雇い入れに努める。５．雇　用

　工事の着手に先立ち，工事の総合的な計画をまとめた施工計画書を作成し，監督職員に提出する。
　工事の施工に先立ち，工種別施工要領書及び施工図等を作成し，監督職員の承諾を受ける。

６．施工計画書・施工図等

　工事の着手，施工及び完成において，官公署その他関係機関への必要な諸手続き等は監督職員と協議の上，請負者
が遅滞なく処理する。なお，当該手続きに係る費用は請負者の負担とする。

７．手続き

　別添の施工条件明示書による。８. 施工条件

　工事請負契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は，工事の続行に備え中止期間中における
工事現場の管理計画書を提出すること。本計画書には，中止時点における工事の出来高，搬入材料及び建設機械器具
等の調書，中止期間中の体制及び工事現場の維持管理に関することを記載すること。

受注時，変更時及び完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け，登録手続きを行い，工事カルテの受領証を，監督
請負額が500万円以上の場合は，工事実績情報を登録する。

　　(CORINS)
10．工事実績情報の登録

11．事故報告

　電気工作物に係る工事においては，電気保安技術者を置くものとする。12．電気保安技術者

13．工事用電力，水，他

14．工事用仮設物

15．監督職員事務所

16．足場，さん橋類

※　設置する　　　設置枚数　１枚17．工事表示板

※　指定しない　・指定する（図示）

発生材の処理
　・　引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・　特別管理産業廃棄物　（　・　ＰＣＢ使用機器　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　受入施設名・所在地　：　
　・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・　再資源化を図るもの

受　入　施　設　名 所在地（ｋｍ） 備　　考種　　類

　・　その他安定型廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　受入施設名・所在地　：　
　・　その他管理型廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　受入施設名・所在地　：　
ＰＣＢを含有する機器等については飛散，流出がないように適切な場所に保管し，工事完了後監督職員に引き渡す。

※　構内指示の場所に敷き均し　　　　・　構内指示の場所に堆積　　　　・　構外搬出

本工事の施設分類は（　・　特定の施設　　・　一般の施設　）で地域係数は１とし，設計用標準水平震度は下表の
とおりとする。なお，（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

設置場所
設計用標準震度

上層階，屋上及び塔屋
中層階
一階及び地下層

特定の施設
重要機器

 2.0（2.0）

 1.0（1.0）
 1.5（1.5）

一般機器
 1.5（2.0）
 1.0（1.5）
 0.6（1.0）

一般の施設
重要機器 一般機器
 1.5（2.0）

 0.6（1.0）
 1.0（1.5）

 1.0（1.5）
 0.6（1.0）
 0.4（0.6）

22．風圧加重

行うものとするが，前記指針の方法によらなくてもよい。
　重量が１００㎏以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても，耐震を考慮し，据付等を

・　交換機　　　　　　・　受信機（自立型）　・　中央監視装置　　　・　情報通信ラック
・　配電盤　　　　　　・　発電装置　　　　　・　ＵＰＳ装置　　　　・　直流電源装置
重要機器類

18．工事用通路

19．発生材の処理等

20．残土処理

21．耐震施工

24．保温，結露防止

23．他工事との工事区分

25．電線類

26．合成樹脂製可とう管

27．二種金属製可とう管

28．電線本数，管路など

29．インサート

30．呼び線

31．フラッシュプレート

32．フロアプレート･ベース

33．ハンドホール蓋

34．支持金物，固定金物

35．あと施工アンカー

36．接地極の種別・表示等

構造体接地・
避雷器用（モデム用） ＥＭD 100Ω以下 ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×１

・　雷保護設備受雷部　　　　・　照明ポール・基礎　　　　・　テレビ共同受信装置アンテナ・アンテナマスト

営繕工事における工事及びコスト表示要領(平成14年2月6日宮城県土木部営繕課･設備室制定)により設置する。

・　設置しない

ボックス　　　・　合成樹脂製　　　　　・　金属製

３．施工方法

幹線　　・　金属管配線　　・　ケーブル配線

・　分岐　　単相２線式　１００Ｖ
・　分岐　　単相３線式　１００／２００Ｖ
・　幹線　　単相３線式　１００／２００Ｖ　５０Ｈｚ２．電気方式

１．工事範囲

（イオン化式感知器等）の有害物質の含有を搬出前に確認し、監督職員に報告書を提出するとともに、その処理方
　ＰＣＢ（変圧器，コンデンサ，安定器等）、鉛・カドミウム（鉛蓄電池，小形二次電池等）、水銀、放射性物質45.有害物質の取り扱い

44. アスベスト

アスベスト使用状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　アスベストについては，労働安全衛生法（石綿障害予防規則）・廃棄物処理法等に則り処理を行うこと。

を及ぼした場合は，原状に復旧する。

　機器撤去後の天井，壁及び床等の補修は，既存仕上げと同等とする。なお，施工に際し，既存設備及び施設に損傷

　再使用する機器は，現場内で清掃，絶縁抵抗測定のうえ，取り付ける。42．再使用機器

　既存コンクリート床，壁などの配管貫通は，原則としてダイヤモンドカッターによる。41．はつり

43．撤去後の補修等

40．舗装工事

山留めを行うものとする。
　切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き，掘削の深さが1.5mを超える場合には，39．山留め

　　※　屋外　　　※　居室　　　・　
　下記部位に使用する外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。38．塗装工事

・　受変電設備　　　・　発電設備　　　・　照明装置　　　・　構内交換設備　　　・　

各機器の個別運転後に総合調整を行い，報告書を提出すること。37．総合調整

１．工事名

・受変電設備
・雷保護設備

・発電設備
・電力貯蔵設備

・構内配電線路
・構内通信線路

外灯設備を含む

　　　令和　４年版），公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編，令和　４年版），国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の「公
　　　共建築設備工事標準図（電気設備工事編，令和　４年版）」による。

（対象部分：　　　　　　　　　　　　　　）
６．概成工期　　　　　　※　なし　　　・　あり　（工　　期：平成　　年　　月　　日）

１．適用基準等

　性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。
※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシックハウスマニュアル」に留意し，揮発

　また，「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」（(一社)公共建築協会）によって所要の品質・性能を有する
ことの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写しを監督職員に提出するものとする。

　屋外の機器及び配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製とし，屋外機器のアンカーボルトのナット
には，ナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

・　配管　　　・　配線　　　・　分電盤類　　　・　機器類

分岐　電灯　 　 　・　合成樹脂管配線　　・　金属管配線　　・　ケーブル配線　　・　その他（　　　　　  ）

コンセント　・　合成樹脂管配線　　・　金属管配線　　・　フロアダクト配線　　・　その他（　　　  ）
屋外露出　　・　合成樹脂管配線　　・　金属管配線　　・　ケーブル配線　　

※　銅合金製　　　　　・　アルミ製７．ハイテンション
アウトレット

９．予備配管 　埋込形分電盤からの立上り予備配管は，予備の配線用遮断器が４個以下の場合は（ＰＦ２２）を１本，５個以上の
場合は（ＰＦ２２）を２本以上，天井裏まで立上げる。
梁下に配管・配線スペースのない梁には，１スパンにＶＥ（３６）２本を予備スリーブとして埋込む。

４．照明器具 蛍光灯　　・　Ｈｆ型蛍光灯　　・　ＰＳ型蛍光灯　　・　ダウンライト　　・　その他

ＨＩＤ　　・　セラメタランプ　　・　ナトリウムランプ　　・　水銀灯　　・　無電極灯　　・　その他

※　飛び出し形　　　　・　外部固定形

図面に特記がない場合のＨｆ型蛍光灯の入力電圧・周波数は，入力電圧100/200V，周波数50Hzとする。

照度測定は，原則，本工事範囲全て行うものとするが，これにより難い場合は監督職員との協議による。６．照度測定

５．防災用照明器具 ・　非常用照明器具　（　※　電池内蔵形　　　　・　電源別置形　）
・　誘導灯　（　※　ＬＥＤ誘導灯　　　　・　誘導標識　）

１．工事範囲 ・　配管　　　・　配線　　　・　制御盤類

屋外露出　　　・　合成樹脂管配線　　　・　金属管配線　　　　・　ケーブル配線
ボックス　　　・　合成樹脂製　　　　　・　金属製

３．施工方法

２．電気方式

４．警報盤 ※　壁掛形（電源装置　　※　内蔵　　・　別置　）　　・　

５．電磁開閉器用押釦
（遠方操作用）

※　埋込連用形配線器具　　　　・　

６．機器への接続 電動機などへの接続は本工事とする。

図示以外は金属管接地とする。７．電動機等の接地

・　幹線　　三相３線式　２００Ｖ　５０Ｈｚ
・　分岐　　三相３線式　２００Ｖ

８．進相用コンデンサ 各負荷ごとに適合するコンデンサを取り付ける。

幹線　　　　　・　金属管配線　　　　　・　ケーブル配線　　　・　その他
分岐　　　　　・　合成樹脂管配線　　　・　金属管配線　　　　・　その他

・　機器類　　　・　

・　急速充電装置　　　直流電圧　　　　Ｖ

９．電気自動車用充電装置

・　普通充電装置　　　電圧　　相　　　　Ｖ　　　　・　屋外型　　　・　屋内型

建築構造体利用（通信用も含む）

※　接地極埋設　　　・　構造体利用（測定時期　　　　　　　　　　　回数　　　　　　）

※　地中埋設式（　・　ＦＥＰ　　・　ＧＬＴ　　・　厚鋼電線管）　　　　・　架空線式

・　高圧ケーブル　　・　低圧ケーブル

８．人感センサプレート 　照明の人感センサ制御を行う部屋には，注意プレートを設置する。

ＬＥＤ　　・　一体型　　・　直管型(JEL801)　・　直管型(JEL802)　・　ダウンライト　　・　その他

電球　　　・　蛍光灯　　・　白熱電球　　・　ＬＥＤ　　・　ハロゲンランプ　　・　クリプトンミニ電球

・　屋内形　　　・ 屋外形（防塵処理及び結露対策を施す）４．配電盤

２．電気方式 ・　高圧　　三相３線式　　　６ｋＶ　５０Ｈｚ
・　低圧　　三相３線式　　２００Ｖ  ・　低圧　　単相３線式　　１００Ｖ／２００Ｖ

３．引込ケーブル ・　ＥＭ－ＣＥＴ３８°　　　　　・　ＥＭ－ＣＥＴ６０°
・　ＥＭ－ＣＥ３８°－３Ｃ　　　・　ＥＭ－ＣＥ６０°－３Ｃ　　　・　

６．高圧機器類

７．変圧器

・　油入式　　　・　モールド

（油入式：JIS C4304-2013適合品 乾式：JIS C4306-2013適合品）

・　油入式　　　・　モールド

・　キュービクル式配電盤　　　・　高圧閉鎖配電盤　　　・　　　　　　　　　・　

※　限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器（ＰＦ－Ｓ）　　・　高圧交流遮断器（ＣＢ）
　　　定格遮断電流　　　　　　ｋＡ

５．主遮断装置

※　低圧　　　  ・　高圧　　
・　油入式　　　・　モールド

８．進相用コンデンサ

９．リアクトル ・　６％　　　  ・　１３％

※　メーターリレー形　　　　・　静止形

発

電

設

備

通

信

・

情

報

設

備

・　消火器　　　　種別　　・　数量　　　本
・　消火器収納箱　仕様　　・　材質　　・　数量　　　面

・　受信機　　回線（　・　都市ガス用　　・　液化石油ガス用）

６．消火器類

　　・　単独（　・　壁掛形　　・　自立形　）　　・　火災受信機などとの複合盤

　　・　併設　　　　　・　連動
　　・　定格電圧　　　　（　・　ＡＣ１００Ｖ　　　・　ＤＣ２４Ｖ　）
　　・　ガス検知出力信号（　・　有電圧出力方式　　・　無電圧接点方式　）

火

災

報

知

設

備

１．工事範囲及び施工方法 工　　事　　範　　囲 施　　　工　　　方　　　法

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

項　　目

・ ・ ・・

構
内
交
換
設
備

※　本工事　　　　　　　　・　別途工事

１．工事範囲

２．電話交換機

３．電話機への配線

４．ローテンションアウト
レット（亀甲形）

５．保安器用接地

電話機１台につき，下記のものを見込む。

※　銅合金製　　　　　　　・　アルミ製
※　一般電話用　　　　個（　・　納入する　　・　取り付ける　）

・　交換機　　　　・　電話機　　　　・　配線（　・　全部　　・　端子盤以降　）

回線数　　　局線　　　　／　　　回線　　内線　　　　／　　　回線

・　ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ　（　・　２０ｍ　　・　　　　）
・　ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　（　・　２０ｍ　　・　　　　）
・　ワイヤープロテクタ　　　　　　（樹脂製　外形寸法約２０×８）１．５ｍ

・　リチウムイオン蓄電池

１．工事範囲 ・　機器類　　　・　

・　有　　　　・　無７．系統連系

２．形　式 ・　簡易形　　　・　キュービクル式　　　・　オープン形　　　 ・　
・　屋内形　　　・　屋外形

３．発電機 電気方式　　相　線式　５０Ｈｚ　　電圧　　　　Ｖ　　　定格出力　　　ｋＶＡ　　　運転時間　　　　時間

４．原動機 種類　　　　　・　ディーゼル　　　・　ガスタービン　　　 ・　
定格出力　　　　　　　　ｋＷ以上　（　　　　ＰＳ以上）
始動方式　　　※　電気式　　　　　・　空気式
冷却方式　　　・　ラジエータ式　　・　水冷循環式

５．燃　料
燃料小出槽　　　　　　　　Ｌ
種類　　　　　・　軽油　　　・　灯油　　　・　Ａ重油

主貯油槽　　　・　なし　　　・　あり　（　・　別途　　　・　本工事：　　　　　）

６．太陽光発電装置 太陽電池アレイ公称出力　　　　　ｋＷ
パワーコンディショナ　　　相　線式　　定格電圧　　　　Ｖ　　定格出力　　　　ｋＷ

形式　　　　・　ボタン電話装置　　　・　デジタルＰＢＸ　　　・ＩＰ－ＰＢＸ　　　・ＶｏＩＰサーバ

・　検知器

５．ガス漏れ火災警報装置

１．工事範囲 ・　配管　　　　・　配線　　　　・　機器類

２．火災報知装置 ・　壁掛形　　　・　自立形

・　副受信機　　型　　級　　　回線

・　受信機　　　型　　級　　　回線（　　　　アドレス）
・　複合盤　　　型　　級　　　回線（火報　　 　回線，自動閉鎖　　 　回線，ガス漏れ　　　　回線）

・　感知器類　　型用　総数　　　　個　（　・　自動試験機能付　）

３．非常警報装置 ・　非常ベル（自動式サイレンを含む）　　　・　非常放送装置

・　機器収容箱　　・　専用形（　・　埋込形　　・　露出形　） 　・　屋内消火栓箱に組込み

４．自動閉鎖装置 ・　連動制御器
・　自動閉鎖装置　（　・　防火戸用　　　・　防煙ダンパ用　　　・　防火シャッター用　）
・　感知器

・　接地工事（　※　本工事　　・　別途　）

・　管制盤　　　・　検知器（　・　光線式　　　・　ループコイル式）
・　信号灯・警報灯　　　　・ 発券機　　　　・　カーゲート　　　 ・　カードリーダー

11. 防犯・入退室管理設備

10．駐車場管制設備

・　伝送方式　（　・　アナログ　　　　・　ネットワーク　）
・　白黒方式　　　※　カラー方式９．監視カメラ設備

ボックス　　・　合成樹脂製　　　・　金属製　　・　　　

・ ・ ・・

・ 情報表示
・ 構内情報通信網

・ 映像・音響
・ 拡声
・ 誘導支援
・ テレビ共同受信
・ テレビ電波障害防除設備
・ 監視カメラ
・ 駐車場管制設備
・ 防犯・入退室管理

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

配　管　 配　線　 機器類　 合成樹脂管配線　　金属管配線　　 ケーブル配線

・　中央処理装置　　　・　補助記憶装置　　　・　記録装置　　　・　電源装置

※　地中埋設式（　・　ＦＥＰ　　・　ＧＬＴ　　・　厚鋼電線管　）　　　・　架空線式

・　帳票用印字装置　（　・　インクジェット式　　　・　写真式　）

構成機器　　・　グラフィックパネル　　　　・内照式液晶ディスプレイ　　　　・　操作卓　　

※　弱電用

・　手動　　　・　電動　　　・電磁

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・その他工事

２．構内情報通信網設備 種類　　　・　１０ＢＡＳＥ－Ｔ　　・　１００ＢＡＳＥ－ＴＸ　　・　１０００ＢＡＳＥ－Ｔ　　
・　１０ＧＢＡＳＥ－ＳＲ　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　親時計　　　　回線　（　※　壁掛形　　・　自立形　）

　　　　　　　　　　　　（　・　電子式チャイム組込　　・　プログラムタイマ組込　）
３．情報表示設備

４．映像・音響設備 ・　増幅器　　　　　　Ｗ

・　プロジェクタ（　※　前面投射式　　・　背面投射式　）
・　ＶＴＲ　　　（　・　ＤＶＤ　　　　・　ＢＤ　　　　　・　Ｓ－ＶＨＳ　　　・　　　　　）

・　音響設備　　（　・　ＣＤ　　　　　・　オーディオレコーダー　　　　　・　カセット　　　　・　　　　　）

・　一般放送用　　　・　非常放送兼用５．拡声設備
・　増幅器　　　　　Ｗ　（　※　卓上形　　　・　キャビネットラック形）

６．誘導支援設備 ・　インターホン　　　・　トイレ等呼出装置　　　・　音声誘導装置

７．テレビ共同受信設備 ・　テレビアンテナ（　・　ＡＵ－　　　・　ＣＳＢＳＡ－　　　・　ＣＳＡ－　　　）

・　地上波アンテナマスト（　※　壁面取付形　　・　自立形　）

・　ＢＳアンテナマスト（　・　壁面取付形　　・　自立形　）
・　電界強度測定及び受信調査（　※　全チャンネル　）

・　事前調査　　　・　機器類
防除設備

８．テレビ電波障害

　電　マーク及びチェーン（ステンレス製）付のものとする。

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築工事編）２２章（舗装工事）及び建築工事監理

指針(下巻)２２章（舗装工事）による。

９．工事の一時中止

蓄電池　　　　・　有　（定格容量　　　　ｋＷｈ）　　・　無　
自立運転　　　・　有　　　　・　無

法を監督職員と協議し、関係法令に基づき適正に取り扱うこと。

職員に提出のこと。

 耐震施工における設備機器の固定は，「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」(（独）建築研究所監修)による。

消防団本部 鉄骨造 ２階 １５項

新設一式

音響装置

219.71

新設一式

新設一式

新設一式

名取市増田五丁目１８－３２地内

消防団本部

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

139.80

・　引下げ導線　　　・　構造体利用

改修一式

新設一式

配電用ブレーカー　～　交換

スタンド

粉末式１０号２

・　(既存）分岐より分配

縮尺

日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房有限
会社

図面名称
一級建築士登録　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所　第20010085号

業務名
E-01

A3：ー/ー

電気設備工事特記仕様書

A1：ー/ー

2025.5

※　建設工事執行規則(昭和３９年３月宮城県規則第９号)
※　宮城県建設工事元請・下請関係適正化要綱（最新版）
※　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成３１年版）
・　宮城県建築工事写真撮影要領（宮城県土木部制定　平成１２年版）及び工事写真撮影ガイドブック＜電気設備
　　工事編＞　（国土交通省大臣官房庁営繕部監修　平成３０年版）

部数名　　　称 完　　成　　書　　類 名　　　称 完　　成　　書　　類 部数

営繕工事完成引渡要領　 １部１　完成調書

①工事概要書
②機器完成図

④保守に関する案内書
⑤緊急連絡先一覧表

１部

③機器別取扱説明書

Ａ４版：チューブ式ファイル

１部①施工写真 Ａ４版：チューブ式ファイル

②機器別取扱説明書
③緊急連絡先一覧

１部Ａ４版：黒表紙金文字製本
①保守に関する案内書

④各種保証書

（２　完成図書と合本可）

（着手前，施工状況，完成の各写真）

②施工要領書

完成届に添付
１部Ａ４版：ペーパーファイル②完成写真

１部
①施工計画書

④協議書

⑦安全に関する書類

Ａ４版：チューブ式ファイル

③承諾書・確認書

⑧廃棄物管理票の写し

表１「完成書類」　引き渡し時には下記の書類を提出する。

２　完成図書
（機器完成図，取扱説明書と合本可。

は分冊とする。）
ただし，厚さが８０㎜を越える場合

Ａ４版：黒表紙金文字製本

⑤打合せ議事録
⑥工事週報又は日報

（令和３年４月１日版）

３　完成図(縮小) 白焼縮小製本
Ａ３版二つ折り
うち１部は設備課保管

４　完成図・施工図

（電子データ）

JWW又はDXF形式のCADデータ及び

PDF形式

６　取扱説明書

７　管理の手引き

８　工事写真

９　工事に関する書類

５　機器完成図 Ａ４版：黒表紙金文字製本
（２　完成図書と合本可）①機器別完成図

②機材材質証明書
③機材検査成績書
④工場試験成績書
⑤工場立会検査成績書
⑥現場据付試験成績書
⑦総合試運転成績書

２部

ＣＤ
２枚

１部

１部

名取市消防団本部改築（電気設備）工事

名取市消防団本部改築（電気設備）工事



建築 電気 昇降 外構 備　　　　　　　考工　　　事　　　項　　　目

○

○

同上スリーブ及び箱入れの穴埋め補修 ○ ○ ○ ○

構造躯体の貫通スリーブ及び箱入れ ○ ○ ○ ○ ○ の工事とする（予備は建築工事）
各工事に必要なｽﾘｰﾌﾞは各々

建築 電気 衛生 昇降空調 外構 備　　　　　　　考工　　　事　　　項　　　目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※天井付各種設備器具の穴開け,取付枠及び補強･補修

設備関係諸室のシンダーコンクリート

同上　仕上（防水）

自動ドア・防火扉（シャッター含む）

同上ダクト接続

同上電源用配管,配線及び接続

ユニットバス(ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ含む以下同じ)墨出し及び据付工事

浴槽及び据付

ユニットバス内シャワー水栓及び取付

同上廻りシーリング打ち

同上への配線及び配管接続

キッチンキャビネット及び据付工事

同上への配管接続

吊戸棚，水切棚及び取付（バックガード共）

屋上、屋外及び屋内設置機器及び水槽類の基礎

同上　用架台及びアンカーボルト箱入れ,埋込み

※

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ※下地補強のみ建築

※煙感からの信号、１次配線

ﾕﾆｯﾄバス除く

浴槽パン共建築工事

※１次側のみ

工場製作間仕切及び同左の天井,床,各種設備器具の
穴開け,取付枠及び補強

工 事 項 目

１

２

３

○

○

○

・仮設用の上下水道・ガス・電気等の加入金，

１，２以外の工事及び調整等に要する上下水
電気等に要する費用

４  上下水道・ガス・電気等の加入金，負担金

外構昇降電気建築 別途

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○○

○○

○

備　　　　　考

○

○

○

○

○

○

○

○

○

竪樋から第一桝までの接続

同上第一桝以降の排水設備（桝・側溝等）

竪樋・ドレン・受け樋

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

設備盤用扉は各設備工事

※１仕上げは建築　※２電気又は空調は
電気式・温水式区分による

○

※

○

※図面特記により電気、衛生又は空調

※1 ○ ○
マンホール、ハンドホール等の化粧蓋及び

タラップ に設置する場合）
※1タラップは建築工事（躯体

※照明器具の設置及び配線

※ ※ ※

○

○

同上への照明用電源配線及び接続

洗面台及び据付

洗面台カウンター表面板仕上げ（製作物のみ）

同上配管接続

同上への照明用及びヒーター用電源配線及び接続

洗濯パン

ダクト用ベントキャップ及び取付

床、壁、天井点検口（下地補強共）

換気扇及び取付枠への取付,配線

換気扇取付枠及び躯体への取付

床暖房工事

非常用照明及び誘導灯

消火器

同上表示及び収納箱

各種配管,ダクトの雨掛り躯体貫通部のｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

エレベーター出入口三方枠・扉上部幕板

エレベーター各階出入口躯体穴開け・吊りフック

三方枠廻りのノロ詰め

エレベーター機械室床,穴開け復旧工事

資材搬入口の仮設並びに復旧工事

機器類取付後の出入口廻り(壁･床･枠等)仕上工事

ＴＶアンテナ、アンカーボルト取付工事

屋上点検口、各種タラップ工事

※2 ※2※1

※配線は電気※

ゴミ集積所工事（屋外）

自転車置場（屋外）

○同上照明器具及び接続

プロパンボンベ庫

同上配管工事

便所のペーパーホルダー

手洗い乾燥機

浄化槽・受水槽・オイルタンク躯体

屋外駐車場,歩道工事

雨水排水側溝設置工事

○

○

※

※

○

○

○

○

○

※

※特殊基礎は建築工事

便所の目皿・手摺り 便器一体の手摺り除く

○

○

同上排水管接続

各工事の区分表

設備機器用スリーブ,給気用スリーブ及び取付

有限
工事名称 縮尺環 境 デ ザ イ ン 工 房会社

一級建築士事務所　第20010085号
図面名称 No.日付一級建築士登録　　　第226891号 秋山 哲也 工事区分表

同上貫通の開口補強

機械設備

台所用天井換気扇

機械設備

・仮設用の上下水道・ガス・電気等に要する費用

○

Ｅ-02

衛生設備機具取付下地

換気扇取付用開口（外壁）

給排気取付ﾀﾞｸﾄ用開口（外壁）

上記2項目のｼｰﾘﾝｸﾞ

配管・配線・器具取付の為の断熱材欠損の補修

○

○

○

○

○ ○ ○ ○
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※注記事項

変電設備⇔新設ハンドホール迄
上記間の配線は団本部新築工事にて撤去とする。

秋山 哲也

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称

A1=1/100,50
(A3=1/200,100)

日付
一級建築士事務所　第20010085号

一級建築士登録　  第226891号 計 画 建 物 周 辺 図 （ 幹 線 配 線 ）
Ｅ -0 3

65
0

UP

6,000 4,000

C

B

+350

+150

+450

+350

展示ホール

玄関ホール

機械室

ロッカー室

玄関ポーチ

+350

-5

20PP

150HP +35

-85

A

8

P
EP

7
5

E
F
P8

0
EF

P3
0

油脂庫

（SK-1）

既製品

花壇

7,120

+300

1,240

7,240

7,0003,500

10,500

A

7 8

隣地境界線

階段A

給水管

4,000

7 8

2
5
PP

地下式消火栓

5
0V

P

・-385

・-930

本管DIP100φ
法42条1項1号　道路

道路境界線

変電設備

発電

6,000

6

Ｎ

水栓

車庫

市道
幅員　5.0ｍ

公共桝

受水槽

雨水（側溝へ）

3,5002,500

消防庁舎棟GL＝±0  S:1/100計画建物周辺図

10,500

7,0003,500

1,0105,990

7,0003,500

10,500

棚棚

2階外壁ﾗｲﾝ

1,200 1,200

150

2
70

1
,2

5
0

2
,
97

0
2
,
2
50

UP

車庫資機材倉庫

竪樋VP75φ

300角雨水枡

2
5P

P

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

庇樋

油分離槽

隣
地

境
界

線

-45

PS EPS
+50

ハンドホール（既存）(取壊し撤去）(電気工事）

((ＰＥ36))

((ＰＥ28)) ＣＶ8-3Ｃ(電灯）

ＣＶ14-3Ｃ(動力）

既存電気ハンドホール内詳細図（改修前）

⇒(既存）電灯盤

⇒(既存）動力盤

空配管 空配管

(既存）

30FEP×3(既存）

ＥＭ-ＣＥＴ22sqE5.5×2
ＥＭ-ＣＥＴ22sq
ＥＭ-ＣＥＴ14sq

(電灯）

(動力）
(電灯発電）

（ＦＥＰ50）

（ＦＥＰ50）
（ＦＥＰ40）

ＥＭ-ＣＥＴ22sqE5.5×2
ＥＭ-ＣＥＴ22sq
ＥＭ-ＣＥＴ14sq

(電灯）

(動力）
(電灯発電）

（ＦＥＰ100）
　管路既存

（既存）

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（既存）

電気ハンドホール内詳細図（改修後）

空配管 空配管

ＥＭ-ＣＥＴ22sqE5.5×2

ＥＭ-ＣＥＴ22sq

ＥＭ-ＣＥＴ14sq

(電灯）

(動力）

(電灯発電）

（ＦＥＰ50）

（ＦＥＰ50）

（ＦＥＰ40）

鉄ふたＳ2Ｋ-60新設

既存ハンドホール渡廊下基礎に60ｍｍあたる為
北側へ移動し既存ＦＥＰ管状況により取外し切り回しする事。

既存ＦＥＰ管移動

・ハンドホール基礎部分との取り合い切り回し工事

※注記

・既存ｹｰﾌﾞﾙ行先を確認の上切り回しする事、
　ｹｰﾌﾞﾙ切断接続には、担当者と打合せの上施工の事。

以降別紙図参照Ｅ-08図

ハンドホールＨ2-6　新設

（新設）ハンドホール（Ｒ2Ｋ-60）

（既存）ハンドホール（Ｒ2Ｋ-60）

（撤去品）

ハンドホール及び（既存）ｹｰﾌﾞﾙの切り廻し方法

1.（既存）ケーブル①～⑥回路　Ｈ、Ｈ内で一時切り離しを行なう。

2.その際、負荷に対応するＱｂ内の電源のＭＣＣＢブレーカー等は、
　遮断とする。

3.（現状）（既存）ケーブル⑦⑧回路は、ハンドホール⇔既存建物は解体工事にて撤去

4.（既存）ケーブル①～⑥回路は、Ｈ、Ｈ据付後に3Ｍ（スリーエム）にて
　直線接続を施す事。行なう。

5.Ｈ、Ｈ据付後に（新設）ケーブル⑦～⑨回路を、通線とする。

（現状）

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6
7

8

7

8

9

・（既設）（新設）ハンドホールの掘削工事・埋戻し工事は建築工事。

(参　考）

新設

ＣＶ１４゜-３Ｃ（動力）
ＣＶ８゜-３Ｃ（電灯）

既存配線撤去

((ＦＥＰ100))
　管路既存残置

※解体工事にて撤去

変電設備⇔新設ハンドホール既存配線撤去は新築工事にて撤去

※新築工事にて撤去

※解体工事にて撤去

監視ｶﾒﾗ　ＥＭ-ＹＴＰＣ5Ｒ0.5-4Ｐ本部車庫中継ＨＵＢ～訓練塔Ｔ-1

司令塔放送ｱﾝﾌﾟ～訓練塔Ｔ-1放送　ＥＭ-ＣＥＥ2ｓｑ-2Ｃ

司令塔端子盤～訓練塔Ｔ-1電話　ＥＭ-ＣＰＥＥ1.25-5Ｐ

動力　ＥＭ-ＣＥＴ22゜ ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～訓練塔（ＬＰ-1）

電灯　ＥＭ-ＣＥＴ14゜ ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～訓練塔（ＬＰ-1）

指令塔発電機電源　ＥＭ-ＣＥ8゜-2Ｃ 訓練塔子局装置

電線管（Ｇ28）

電線管（Ｇ42）

電線管（Ｇ42）

((ＦＥＰ100))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ100))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ50))

((ＦＥＰ50))

監視ｶﾒﾗ　ＥＭ-ＹＴＰＣ5Ｒ0.5-4Ｐ本部車庫中継ＨＵＢ～訓練塔Ｔ-1

司令塔放送ｱﾝﾌﾟ～訓練塔Ｔ-1放送　ＥＭ-ＣＥＥ2ｓｑ-2Ｃ

司令塔端子盤～訓練塔Ｔ-1電話　ＥＭ-ＣＰＥＥ1.25-5Ｐ

動力　ＥＭ-ＣＥＴ22゜ ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～訓練塔（ＬＰ-1）

電灯　ＥＭ-ＣＥＴ14゜ ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～訓練塔（ＬＰ-1）

指令塔発電機電源　ＥＭ-ＣＥ8゜-2Ｃ 訓練塔子局装置

電線管（Ｇ28）

電線管（Ｇ42）

電線管（Ｇ42）

(ＦＥＰ100)

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

(ＦＥＰ30)

((ＦＥＰ100))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ30))

((ＦＥＰ50))

((ＦＥＰ50))
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ＰＡＳ
７．２ｋＶ　３００Ａ

ＣＨ

６ｋＶ ＣＶＴ６０°

構内第１号柱

第１号柱(責任分界点）

Ｗｈ

（ＶＴ・ＬＡ内蔵）

ＥＬＡ

ＶＣＴ

Ｖ ３００Ｖ

ＶＳＥＦ

Ａ

ＡＳ

ＺＣＴ

３φＴｒ

１５０ｋＶＡ 
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Ｋ
Ｖ
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Ａ

Ｌ
Ｐ
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Ｋ
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Ｌ
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ＡＳ

ＥＦ
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サ
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閉
器
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Ｋ
Ｖ
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

１
２
５

/１
２

５
Ｋ
Ｖ
Ａ

Ｋ
Ｖ
Ａ

L-
2-

1

幹
線

番
号

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

１
０
０

/７
５

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
５
０

/５
０

　
⇒

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
１
０

０
/７

５
　
　

LP
-1

Ｋ
Ｖ
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

５
０
／

５
０
　

　
　

Ｋ
Ｖ
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

５
０
／

５
０
　

　

３００／５Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

５
０
／

５
０
　

　
　

Ｋ
Ｖ
Ａ

既
存
車

庫
棟
⇒

消
防

団
本
部
棟

既
存

県
防

災
屋
内

機

訓
練

棟
(本

塔
）

LP
-1

パ
ワ

ー
ス
テ

ー
シ
ョ

ン
(メ

イ
ン

）

パ
ワ

ー
ス
テ

ー
シ
ョ

ン
(サ

ブ
）

予
備

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

５
０
／

５
０
　

　

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

５
０
／

４
０
　

　

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

５
０
／

４
０
　

　

既
存

訓
練
棟

予
備

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

２
０
／

２
０

Ｋ
Ｗ

Ｋ
Ｗ

空
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機
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盤
Ｋ
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Ｍ
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Ｂ
３
Ｐ

１
０
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／
　
５
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Ｋ
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Ｌ
Ｐ
-！

既
存

車
庫
棟

⇒
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防
本
部

棟
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０
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５

⇒
Ｍ

Ｃ
Ｂ
３

Ｐ
１
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０
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発
電
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５
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Ｃ
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Ｐ
２
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／
１

２
５

低
圧
切
替

盤
Ｋ
Ｗ

低圧電灯盤 低圧動力盤

ＤＧＲ

LG LG

Ｋ
Ｗ

Ｔｒ高圧交流気中負荷開閉器

避雷器

計器用変圧変流器

零相変流器

高圧交流負荷開閉器

変圧器

高圧直列リアクトル

高圧進相コンデンサ

ＳＲ

ＳＣ

取引用電力量計

電力工事

電力工事

名　　　称 備　　　考記号備　　　考名　　　称

ＺＣＴ

ＬＢＳ

ＰＡＳ

ＬＡ

ＶＣＴ

Ｗｈ

記号

ＥＬＲ 漏電警報器

ＧＲ 無方向継電器

集合型

ＣＨケーブルヘッド

ＶＴ 計器用変圧器

ＡＳ 電流切替スイッチ

ＶＳ 電圧切替スイッチ

Ａ 交流電流計

Ｖ 交流電圧計

Ｗ 電力計

広角度形

広角度形

広角度形

真空遮断器ＶＣＢ

過電流継電器ＯＣＲ

計器用変圧器ＶＴＴ

計器用変流器ＣＴ

高圧カットアウトＰＣＳ

（変更）
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機
電
源

既
設

Ｌ
-1

防
災

無
線

ＭＣＢ

3Ｐ

200Ａ　

(通信指令室に設置）

予
備

(絶
監
）

既
設

Ｌ
-1

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

５
０
／

５
０

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３
Ｐ

２
２
５

／
１

２
５

低圧切替盤

改修内容　　１Φ3ｗ

1.(既存）ＭＣＢ3Ｐ50/50ＡＴをＭＣＢ3Ｐ100/75ＡＴに交換

（
Ｌ

-1
）

5
.
90

4

改修内容　　3Φ3ｗ

1.(既存）ＭＣＢ3Ｐ100/75ＡＴをＭＣＢ3Ｐ100/50ＡＴに交換

改修内容　　Ｇ回路　1Φ3ｗ

1.(既存）ＭＣＢ3Ｐ50/30ＡＴをＭＣＢ3Ｐ100/７５ＡＴに交換

（
Ｌ

-Ｇ
）

1
0.

2
264
.
5

既存高圧単線結線図

ＭＣＤＴ

3φ75ＫＶＡ200Ｖ

発電機

ＭＣＤＴ

3φ50ＫＶＡ200Ｖ

発電機

※1

※2

※1 ※2

改修箇所

(注）波線は、(既存）配線・機器等を示す＞

7.2kV 200A
LBS

PF：Ｇ40Ａ　40KA

一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称
一級建築士事務所登録 第15010110号

日付

Ｅ -0 4

A1=ＮＳ
(A3=ＮＳ)

受変電設備単線結線図(既存）変更

増田東線　増田東枝線６-東２
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MCCB3Ｐ

秋山 哲也

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称

A1=ＮＳ
(A3=ＮＳ)

日付
一級建築士事務所　第20010085号

一級建築士登録　  第226891号

E - 0 5
電 灯 ・ 動 力 分 電 盤 結 線 図 　

セパレーター

セパレーター

ＥＴ

ＣＥＴ22゜

ＣＥＴ22゜

ＣＥＴ14゜

ＥＴ（ＥＬＣＢ）

参考寸法

Ｗ：700

Ｈ：2100

Ｄ：300

コンセント

遮断器

分岐種別・極数・トリップ容量

（１００ＡＴ以下は、協約形サイズブレーカーとする）

盤　名　称

号

結　　線

回

番

路

（Ｖ）

Ｃ

Ｂ
形　２Ｐ

ＡＴ

Ｌ

Ｂ
２Ｐ

ＡＴ

電圧
Ｍ

協約１Ｐ

Ｅ

量
３Ｐ

ＡＴ （ＶＡ）

荷

容

負

負　荷　名　称 備　　考　

AC 1φ3W
200/100V

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

L1

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

２００

２００

３０Ａ

鋼板製

（5.904KVA）

２００ ３０Ａ

２００ ２０Ａ
Ａ１

Ａ２

Ｂ１

Ｃ１

Ｃ２

Ｄ１

電源供給　（電流計あり）

直入遠方（自動）手元

直入遠方。試験

給排水　自動。試験

Ａ Ａ
Ｒ

Ｇ

Ａ
Ｇ

Ｒ

Ｒｙ

Ａ
Ｒ

Ｇ

ＷＲＹ

手 試

試 自

主　回　路　結　線　図

電源供給　（電流計なし） 直入手元。試験（入・切）

Ｂ２ 直入手元。試験（手・切・連）

７．電動機名称板は容量も併記とする。

１．遮断器定格電流は電動機定格電流に適合したものとする。

２．漏電遮断器感度電流は５０ＡＴ以下は３０ｍＡ０．１秒、５０ＡＴを超えるものは１００ｍＡ０．１秒とする。

３．電流計は超過目盛とし置針指針付きとする。

４．低圧受電の場合は適合コンデンサー取付けとする。

５．警報回路はランプ、ブザー取付けとする。

６．制御盤には各電動機毎に接地端子取付けとする。

凡　例

ＭＣＣＢ　　配線用遮断器

ＥＬＣＢ　　漏電遮断器

記

特

項

事

負　荷　名　称

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

制御
故
障
表
示

手
動

遠
方

手
動　

自
動

Ｅ
Ｃ
Ｌ
Ｂ

故
障
表
示

発
停
表
示

発
停
操
作

減
水
警
報

満
水
警
報

満
水
警
報

減
水
警
報

制　御　盤遮断器 遠　　方

空調機室外機

スペース

電　灯

３０６

空調機室外機
100AF/75AT

Ｆ

ＷＬ

AC-GC 1φ3W
200/100V

100AF/75AT

Ｆ

ＷＬ

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

２５５

１２４

５００

１００ ２０Ａ

２００ ３０Ａ

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

１００

１００

２０Ａ

１００

２０Ａ

１００

２０Ａ

１００

２０Ａ

１００

１００

１００

LG

２１０ 電　灯 更衣室、渡り廊下、ﾎｰﾙ

５００

６００ 車庫、資機材倉庫

２５０

６００

４００

６００

　６００

４０００

Ｃ Ｃ

(10.626KVA）

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

発電機より

１００ ２０Ａ

１００ ２０Ａ

G

G

１

２

３

４

１

２

１

２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ａ

Ｂ

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１１

１２

ＬＰ－１

配　管　配　線　仕　様
盤　名　称

（ＫＷ）

記　号 名　　称　 容量 記号

＝ ＝ 備　考

（低圧進相コンデンサー仕様）

ELCB3P

ELCB3P

(10.626KVA）

２０Ａ ２００ コンセント ﾎｰﾙ、渡り廊下

コンセント４００２０Ａ

２０Ａ コンセント

２００

２０Ａ

２０Ａ

１３G

１４G

（5.904KVA）

１００

１００

更衣室（1）、更衣室（2）

１階外部

１階外部

予　備

４００

２５１０ 研修室

研修室２５１０

２０Ａ

予　備

５７４ 電　灯 車　庫、資機材倉庫

２０Ａ

予　備

A1 ○

１８７

予　備

Ａ １００ ２０Ａ 　１５ 非常照明

研修室１９０

電　灯

電　灯

電　灯

研修室

更衣室、渡り廊下、ﾎｰﾙ

車　庫、資機材倉庫

研修室全熱交換機

コンセント 研修室

予　備

予　備

予　備

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

研修室

研修室

ﾄｲﾚ（男）

ﾄｲﾚ（女）

流し台

コンセント 車庫、資機材倉庫

端子盤内コンセント

ＩＨヒーターコンセント

コンセント

凍結防止ﾋｰﾀｰコンセント

予　備

Ｆ

ＷＬ

結　　線

AC 3φ3W
200V

100AF/50AT
１ 予　備

４００ １階外部
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Ａ１ Ａ２ ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

パナソニック　ＸＬＸ４３０ＡＥＮＰＬＥ９

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ
消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

Ｂ１ ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ２２０

パナソニック　ＸＬＸ４６０ＵＥＮＴＬＥ９

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

Ｃ１ ダウンライト　２００形

パナソニック　ＸＮＤ２０３７ＳＮＬＥ９

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：１９７０ｌｍ、消費電力：１５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

Ｃ２ ダウンライト　１００形

パナソニック　ＸＮＤ１０３７ＳＮＬＥ９

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：９９５ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

Ｄ１ ＬＥＤキッチンライト　２０形直管蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＢ５２０９５ＬＥ１

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束９８０ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、壁直付型・棚下直付型、コンセント付、プルスイッチ付
カバー：プラスチック（乳白）

Ｅ１ ＬＥＤウォールライト　４０形

パナソニック　ＮＮＦＳ４１８１０ＣＬＥ９

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵
防雨型、ひと（熱線）センサ・ＥＥセンサ付（ＯＮ／ＯＦＦ型）
５０００Ｋ、Ｒａ８３、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束２９８０ｌｍ、消費電力２７Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）
天井直付型、保護等級：ＩＰ２３

Ｆ１ ＬＥＤシーリングライト　３０形丸形蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＷ５１７０４ＷＣＦ１

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束９６５ｌｍ、消費電力１０．７Ｗ、電圧１００Ｖ
防湿型・防雨型、拡散タイプ、ネジ込み方式
プラスチック（ホワイト）
カバー：アクリル（乳白）

Ｇ１ 投光器　水銀灯２５０形相当

パナソニック　ＮＹＳ１５２４１ＫＬＥ９

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、防雨型・防噴流型・耐塵型、広角タイプ配光
光束９５００ｌｍ、消費電力６８．２Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０光源寿命６００００時間（光束維持率８０％）
本体：アルミ（ミディアムグレーメタリック）
パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）
保護等級ＩＰ６５、耐風速６０ｍ／ｓ
落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ

ｉＤシリーズ直付型２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

パナソニック　ＸＬＸ２３０ＡＥＮＣＬＥ９

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ
消費電力２１・８Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

Ｈ ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

直付　ＸＬＷ４３２ＡＥＮＺＬＥ９

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ
消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板・防湿型・防雨型ライトバー

（防湿・防雨型）

埋込穴２２０×１２３５ 埋込穴　Φ１００ 埋込穴　Φ１００

埋込穴　Φ１００ 埋込穴　Φ１００

秋山 哲也

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付
一級建築士事務所　第20010085号

一級建築士登録　  第226891号

A1=ＮＳ
(A3=ＮＳ)

照明器具姿図
Ｅ -0 6

相当品 相当品 相当品 相当品

相当品 相当品 相当品 相当品

相当品 相当品

相当品

相当品

ａ１ ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

パナソニック　ＮＮＦＢ９０６０５Ｃ

φ１００低天井・小空間用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

φ１００低天井用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池

充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

パナソニック　ＮＮＦＢ９１６０５Ｃ

点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

ａ２ ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付
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一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第15010110号

A1=1/50
(A3=1/100)

983
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資機材倉庫

車庫

ﾊｲｴｰｽ

2
,
1
0
0

6
0
0

既存部分

増築部分

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2,7253281,2403,5002,280

3,0537,0003,5007,240

既存渡り廊下

3,5002,500

7,240

1,240

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2
8
0

Y0

A

17,740

X1 X2 X3 X4 X5 X6

A

Y2

Y3 Y3

8

団積載車

EPSPS

1,6555003,700

1階平面詳細図（増築部）
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Y1

ｙ1

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付

Ｅ -0 7
1階（増築部）電灯設備図

天井段差300

3
3

記　号 内　　容名　　称

電灯分電盤

記号凡例

備　考

盤図参照

照明器具

ダウンライト

ブラケットライト

照明器具（壁付）

スポットライト

(発電回路)

3

SL

K
Ｓ

換気扇

埋込ｽｲｯﾁ 1P15A

埋込ｽｲｯﾁ 3W15A

熱線ｾﾝｻｰ付人感ｽｲｯﾁ

熱線ｾﾝｻｰ付人感ｽｲｯﾁ

埋込ｽｲｯﾁ(PL)

熱線ｾﾝｻｰ付人感ｽｲｯﾁ

15A 250V AC
熱線ｾﾝｻｰ用操作ﾕﾆｯﾄ(連続・自動・切)

金属製プレート

親機

子機

金属製プレート

換気扇連動型

金属製プレート

金属製プレート

別途工事

(1回路用)

(発電回路)

(発電回路)

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

ネーム付

ネーム付

ネーム付Ｌ 1P4A（ﾊﾟｲﾛｯﾄﾗﾝﾌﾟ付）

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

コントロールスイッチ 支給品(取付本工事）

駐輪場

Ｅ１ ２

階段下

Ｆ１ １

外　部

Ｇ１ ２

資機材倉庫

Ａ２ ３

車　庫

Ａ２ ６

Ｌ

コントロールスイッチ（強弱ﾀｲﾌﾟ）

(機械設備支給品取付）

3ＶＦ

11

0.044ＫＷ
0.047ＫＷ

ＥＦ

113
G

一部　2700

ＣＨ：3000

ＣＨ：2325

ＣＨ：3000

配線凡例

ＥＥＦ １.６－３Ｃ （１線Ｅ）

ＥＥＦ １.６－２Ｃ 

ＥＥＦ １.６－３Ｃ ＋２Ｃ

ＥＥＦ １.６－２Ｃ ×２

ＥＥＦ １.６－２Ｃ ×２（１線Ｅ）

ＥＥＦ ２.０－３Ｃ （１線Ｅ）
２.０

ＥＥＦ １.６－３Ｃ ＋２Ｃ（１線Ｅ）

ＥＥＦ １.６－３Ｃ ×２（１線Ｅ）

いんぺい配線

いんぺい配線

いんぺい配線

いんぺい配線

いんぺい配線

いんぺい配線

いんぺい配線

いんぺい配線

２
.０

２
.
０

天井ころがし配線

配管配線種別

隠蔽配管配線

露出配線

※壁内立上げ、立下げ、土間スラブ内は適合ＰＦ管にて保護のこと。

（屋　外）

3（ＷＰ）

Ｆ1

Ｇ１Ｇ１

Ｓ

Ｓ

名　称

立上げ部　電線管露出配管

全熱交換形換気扇 別途工事

0.089ＫＷ

ＯＦ

11

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

※ケーブルが防火区画及び防火上主要な間仕切等を貫通する箇所は

　国土交通大臣認定品を使用し、認定工法で適切な処理を施す事。

ＥＦ-11と連動

ｹｰﾌﾞﾙ 100

(認定番号PS060WL-0293)

国土交通大臣認定工法

鋼製枠(厚さ:0.25mm以上)

100mmを超える場合

支え金具

耐火ﾌﾞﾛｯｸ
建築基準法第2条第七号
の規定に基づく耐火構造

防火区画貫通部(中空壁)措置工法

70mm以上

耐火ﾌﾞﾛｯｸ

ｹｰﾌﾞﾙ

支え金具

RC壁他

(認定番号PS060WL-0293)

国土交通大臣認定工法

防火区画貫通部(壁)措置工法防火区画貫通部(壁)措置工法

※

25以上

30以上

25以上

貫通物

ﾊﾟﾃ支持金物

ﾀﾞﾝｼｰﾙKP
結束ﾊﾞﾝﾄﾞ
ﾛｸﾏﾙｼｰﾄ

ﾀﾞﾝｼｰﾙKP

　　壁厚60㎜以上

国土交通大臣認定工法

(認定番号PS060WL-0695)

2025.5

名取市消防団本部改築（電気設備）工事



一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第15010110号

A1=1/50
(A3=1/100)

1,400

2
,
10

0
60

0
28

0
6,

0
00

団長

1
,
2
0
0

既存部分

増築部分

棚なし

3,500 7,000 328 2,725

10,500 3,053

1,2403,500975

5,715

Y0

Y1

8

分電盤端子盤

ｱﾙﾐ製庇

Y3

Y2

Y3

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

研修室

団員団員職員

流し台

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞL=2700

ﾎｰﾙ

更衣室（1）

更衣室（2）

渡り廊下

物入

ﾄｲﾚ（男）

ﾄｲﾚ（女）

ｱﾙﾐ製庇

棚

棚

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

5
0

KC

KCKP
ｙ1

1,218.5

7,0003,5007,240

17,740

X1 X2 X3 X4 X5 X6

A B

2階平面詳細図（増築部）

A

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付

Ｅ -0 8
2階（増築部）電灯設備図

ＬＰ-1Ｔ-1

3

3

K

Ｓ

Ｓ
K

Ｓ

Ｓ

ｲ ｲ

ハ

渡り廊下

Ａ2 4

ﾎｰﾙ

Ｃ１ ２

ﾄｲﾚ（男）

Ｃ２ １

ﾄｲﾚ（女）

Ｃ２ １

トイレ前

Ｃ２ ２

更衣室（1）

Ａ1 ２

更衣室（2）

Ａ1 ２

研修室

Ｂ１ ９

Ｃ１ １

流し台

Ｄ１ １

外部階段

Ｈ １

Ｆ１ １

Ｌ

Ｌ
0.013ＫＷ

ＶＦ

21

ＶＦ

22

ＶＦ

0.013ＫＷ

0.023ＫＷ

ＶＦ

23

0.020ＫＷ

23

ＶＦ

0.020ＫＷ

24

ＨＥＸ

21

0.153ＫＷ 0.153ＫＷ

ＨＥＸ

21

1

1
G

2

４

ＣＨ：2500

ＣＨ：2500

ＣＨ：2800

ＣＨ：2800

ＣＨ：2500

ＣＨ：2500

ＣＨ：2500

ＣＨ：2800

ＣＨ：2400

Ｌ

Ｌ

ＶＦ

25

0.033ＫＷ

2 2
G

ハ

ﾛ

ｲｲ ﾛ

ｲ

3

3 3 2.0

ﾛ ﾛ3

2.0 2.0

2.0

2.
0

コントロールスイッチ(取付共機械設備工事）

×2

Ｆ1

3（ＷＰ）

Ｈ

立上げ部　ＭＭＢ

ｲ ハ

埋込穴２２０×１２３５

埋込穴Φ１００

埋込穴Φ１００

埋込穴Φ１００

埋込穴Φ１００

埋込穴Φ１００

SL

2025.5

名取市消防団本部改築（電気設備）工事



一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第15010110号

A1=1/50
(A3=1/100)

983

3,500 7,000

10,500

資機材倉庫

車庫ﾊｲｴｰｽ

2
,
1
0
0

6
0
0

既存部分

増築部分

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2,7253281,2403,5002,280

3,0537,0003,5007,240

既存渡り廊下

3,5002,500

7,240

1,240

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2
8
0

Y0

A

17,740

X1 X2 X3 X4 X5 X6

A

水
勾

配

Y2

Y3 Y3

8

団積載車

EPS
PS

水
勾

配

水
勾

配
1階平面詳細図（増築部）

2
,
50

0

1
9
0

1
9
0

1
,
7
2
0

7
9
0

220

250

2
5
0

UP

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

水勾配

Y1

ｙ1
（両端部）

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付

Ｅ -0 9
1階（増築部）幹線・コンセント設備図

2ET

2ET

2ET

2ET
埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 金属製プレート

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15AE×2,ET 金属製プレート

記　号 内　　容名　　称

電灯分電盤

記号凡例

防水ｺﾝｾﾝﾄ 2P15AE×2

2ET

WP

2E 埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15AE×2 金属製プレート

埋込コンセント２Ｐ１５ＡＥ×２2E

2

抜け止めコンセント２Ｐ１５Ａ×２

2ET

WP

WP

WP

２階空調機電源室外機

２階空調機電源室外機

単相200Ｖ

単相200Ｖ

発電機回路

柱側露出配管

2ET

2.51ＫＷ

2.51ＫＷ

１
G

11 G

10
G

8
１

１

９

２.０

２
.
０

２
.
０

ＥＭ-ＣＥ５．５-３ＣＥ２゜

ＬＫ ＬＫ金属製プレート

金属製プレート

（E19）
手元開閉器(ケースブレーカー）

Ｓ

Ｓ 手元開閉器
ELB3P30AF/30AT

ＷＰ

ＷＰ

(発電回路)

(発電回路)

(発電回路)

(発電回路)
天井付

防雨入線ｶﾊﾞｰ付
WP

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ　中浅　樹脂製

※ケーブルが防火区画及び防火上主要な間仕切等を貫通する箇所は

　国土交通大臣認定品を使用し、認定工法で適切な処理を施す事。

ＰＡＣ

22

ＰＡＣ

21

WP

ＥＭ-ＣＥ3.5-3Ｃ（ＦＥＰ30）

12 G

凍結防止ヒータ用
200Ｗ×2台

ＥＭ-ＣＥＴ22sqE5.5×2
ＥＭ-ＣＥＴ22sq
ＥＭ-ＣＥＴ14sq

(電灯）

(動力）
(電灯発電）

（ＦＥＰ50）
（ＦＥＰ50）
（ＦＥＰ40）

別紙図参照Ｅ-03

ＥＭ-ＣＥＴ22sqE5.5×2
ＥＭ-ＣＥＴ22sq
ＥＭ-ＣＥＴ14sq

(電灯）

(動力）
(電灯発電）

（Ｅ51）
（Ｅ51）
（Ｅ39）

ＥＭ-ＣＥ3.5゜-3Ｃ

ＥＭ-ＣＥ3.5゜-3Ｃ

ｹｰﾌﾞﾙ 100

(認定番号PS060WL-0293)

国土交通大臣認定工法

鋼製枠(厚さ:0.25mm以上)

100mmを超える場合

支え金具

耐火ﾌﾞﾛｯｸ
建築基準法第2条第七号
の規定に基づく耐火構造

防火区画貫通部(中空壁)措置工法

70mm以上

耐火ﾌﾞﾛｯｸ

ｹｰﾌﾞﾙ

支え金具

RC壁他

(認定番号PS060WL-0293)

国土交通大臣認定工法

防火区画貫通部(壁)措置工法防火区画貫通部(壁)措置工法

※

25以上

30以上

25以上

貫通物

ﾊﾟﾃ支持金物

ﾀﾞﾝｼｰﾙKP
結束ﾊﾞﾝﾄﾞ
ﾛｸﾏﾙｼｰﾄ

ﾀﾞﾝｼｰﾙKP

　　壁厚60㎜以上

国土交通大臣認定工法

(認定番号PS060WL-0695)

2025.5

名取市消防団本部改築（電気設備）工事



一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第15010110号

A1=1/50
(A3=1/100)

1,400

2
,
10

0
60

0
28

0
6,

0
00

団長

1
,
2
0
0

既存部分

増築部分

棚なし

3,500 7,000 328 2,725

10,500 3,053

1,2403,5009751,400

5,715

Y0

Y1

8

分電盤端子盤

ｱﾙﾐ製庇

Y3

Y2

Y3

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

研修室

渡り廊下

団員団員職員

流し台

1
0
0

109.5

100

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞL=2700

耐火仕様

ﾎｰﾙ

更衣室（1）

更衣室（2）

渡り廊下

物入

ﾄｲﾚ（男）

ﾄｲﾚ（女）

ｱﾙﾐ製庇

棚

棚

C11C11

C11 C11

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

5
0

水勾配

KC

KCKP
ｙ1

1,218.5

7,0003,5007,240

17,740

X1 X2 X3 X4 X5 X6

A B

2階平面詳細図（増築部）

A

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付

Ｅ -1 0
2階（増築部）幹線・コンセント設備図

ET

ET

2ET

2

2

2

2
2ET

2

2

2

自動水栓非常用で

自動水栓非常用で

5 G

5

6

7

4
G

9
G

6
G 7

G

8
G

２.０

２.０

２.０
２.０

２
.０

２.０

２.０

２
.０

ＬＫ

ＬＫ

ＬＫ

2ET

2ET

ET

ET

2ET

ＬＰ-1

2ET

下部
上部にＷＩＦＩ用ｺﾝｾﾝﾄ

３．５゜

ＥＭ-ＣＥＴ22sqE5.5×2
ＥＭ-ＣＥＴ22sq
ＥＭ-ＣＥＴ14sq

(電灯）

(動力）
(電灯発電）

（Ｅ51）
（Ｅ51）
（Ｅ39）

ＩＨヒーター１Φ2ｗ
200ｖ（4000ｗ）

ＥＭ-ＣＥ3.5゜-3Ｃ

2025.5

名取市消防団本部改築（電気設備）工事



一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第15010110号

A1=1/50
(A3=1/100)

983

3,500 7,000

10,500

資機材倉庫

車庫ﾊｲｴｰｽ

2
,
1
0
0

6
0
0

既存部分

増築部分

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

1,2403,5002,280

3,0537,0003,5007,240

水
勾

配
水

勾
配

既存渡り廊下

3,5002,500

7,240

1,240

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2
8
0

Y0

A

17,740

X1
X2 X3 X4 X5 X6

A

Y2

Y3 Y3

8

団積載車

EPSPS

1階平面詳細図（増築部）

2
,
50

0

1
9
0

1
9
0

1
,
7
2
0

7
9
0

220

250

2
5
0

ﾎﾞ
ｰ
ﾄﾞ

直
貼

り

UP

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

水勾配

KC

Y1

ｙ1

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付

Ｅ -1 1
1階（増築部）弱電設備図

記　号 内　　容名　　称

記号凡例

備　考

壁付情報用 金属製ﾌﾟﾚｰﾄ

壁付電話用

テレビ端子１端子形 ＣＳ-７ＦＷ

金属製ﾌﾟﾚｰﾄ

金属製ﾌﾟﾚｰﾄ

カベ

Ｔ 多機能電話機

小型天井埋込スピーカー

アッテネーター

コンビネーションスピーカー

小型天井埋込スピーカー（ATT付）

1.7kΩ(6W)/3.3kΩ(3W)/10kΩ(1W)

1.7kΩ(6W)/3.3kΩ(3W)/10kΩ(1W)

10W：L級、5W：L級、2.5級

０．５～６Ｗ

WP

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ　中浅　樹脂製

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ　中浅　樹脂製

プルボックス

金属ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

防雨入線ｶﾊﾞｰ付

別途工事

ｹｰﾌﾞﾙ機器別途

ｹｰﾌﾞﾙ機器別途

（ＰＦ22）

ＷＰ

EM-AE 0.9-2C（ＰＦ16）

電線管・PF管にて保護

※ケーブルが防火区画及び防火上主要な間仕切等を貫通する箇所は

　国土交通大臣認定品を使用し、認定工法で適切な処理を施す事。

ＥＭ－ＡＥ0.9-3Ｃ

ＥＭ－ＡＥ0.9-2Ｃ

配線凡例

（ＰＦ22）

立上げ部　電線管露出配管

防火区画貫通部(壁)措置工法

国土交通大臣認定工法

(認定番号PS060WL-0695)

※

25以上

30以上

25以上

貫通物

ﾊﾟﾃ支持金物

ﾀﾞﾝｼｰﾙKP
結束ﾊﾞﾝﾄﾞ
ﾛｸﾏﾙｼｰﾄ

ﾀﾞﾝｼｰﾙKP

　　壁厚60㎜以上

ｹｰﾌﾞﾙ 100

(認定番号PS060WL-0293)

国土交通大臣認定工法

鋼製枠(厚さ:0.25mm以上)

100mmを超える場合

支え金具

耐火ﾌﾞﾛｯｸ
建築基準法第2条第七号
の規定に基づく耐火構造

防火区画貫通部(中空壁)措置工法

70mm以上

耐火ﾌﾞﾛｯｸ

ｹｰﾌﾞﾙ

支え金具

RC壁他

(認定番号PS060WL-0293)

国土交通大臣認定工法

防火区画貫通部(壁)措置工法

2025.5
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一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第15010110号

A1=1/50
(A3=1/100)

1,400

団長

1
,
2
0
0

棚なし

3,500 7,000 328 2,725

10,500 3,053

1,2403,5009751,400

5,715

Y0

Y1

8

分電盤端子盤

ｱﾙﾐ製庇

Y3

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

研修室

渡り廊下

団員団員職員

流し台
L=1,650

1
0
0

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞL=2700

耐火仕様

ﾎｰﾙ

更衣室（1）

更衣室（2）

渡り廊下

物入

ﾄｲﾚ（男）

ﾄｲﾚ（女）

ｱﾙﾐ製庇

棚

棚

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

5
0

水勾配

KC

KCKP
ｙ1

1,218.5

7,0003,5007,240

17,740

X1 X2 X3 X4 X5 X6

A B

2階平面詳細図（増築部）

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付

Ｅ -1 2
2階（増築部）弱電設備図

電話ｼﾞｬｯｸ１個

上部にＷＩＦＩ用ｺﾝｾﾝﾄ

5Ｃ

5Ｃ

ＳＳ300×300×200ＷＰ-ＳＵＳ

（ＰＦ16）

（ＰＦ16）

EM-AE 0.9-2C（ＰＦ16）

Ｆｅ1.2（ＰＦ22）

（放送）

（電話）

EM-AE 0.9-2C（ＰＦ16）

Ｆｅ1.2（ＰＦ28）

（放送）

（電話）

Ｆｅ1.2（ＰＦ22）（LAN）

ＥＭ-Ｓ-5Ｃ-ＦＢ　　（ＴＶ）

ＨＰ0.9-5Ｐ　　(自火報）

既存ターミナル　Ｅ25×3

新設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽを取付

ＳＳ300×300×200ＷＰ-ＳＵＳ

ＳＳ500×500×200ＷＰ-ＳＵＳ EM-AE 0.9-2C

Ｆｅ1.2

（放送）

（電話）

Ｆｅ1.2 （LAN）

　（ＴＶ）

　(自火報）

(露出配管）

ＨＰ0.9-5Ｐ　　

ＥＭ-Ｓ-5Ｃ-ＦＢ　　（G36）

（G28）

（G22）

（G28）Ｆｅ1.2 （ヨビ）

T-1(端子盤）

新設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽを取付
ＳＳ500×500×200ＷＰ-ＳＵＳ

ＳＳ300×300×200ＷＰ-ＳＵＳ

壁貫通(50Φ）

ＥＭ-Ｓ-5Ｃ-ＦＢ　　

(既存)端子盤へ
既存端子盤内に２分岐器を取付の事

既存ターミナル　Ｅ25×3

Ｆｅ1.2（ＰＦ28）（ヨビ）

Ｆｅ1.2（ＰＦ28）（電話）

Ｆｅ1.2（ＰＦ22）（LAN）

Ｆｅ1.2（ＰＦ28）（ヨビ）

EM-AE 0.9-2C（ＰＦ16） （放送）

ＨＰ0.9-5Ｐ　　　(自火報）

TV-1(機器収納盤）(既存）
端子盤（Ｔ-1）仕様
鋼板製(埋込型・底板は木製）
寸法Ｗ400×Ｈ500×Ｄ150

テレビ２分配

 S:1/100東立面図

2,100 1,040

2,100 10,000

573

駐輪場

Y3Y2

天
井

高
2
,
5
0
0

A B

本庁舎GL

本庁舎2FL

渡り廊下2FL

増築部 既存部

隣地境界線

消防庁舎棟

 S:1/100２階　平面図

消防庁舎棟

Ｓ

（ＴＶ）

仮眠室

押入

男子更衣室

倉庫

機械室

踏込

DN

CH=2800

7 865

8,000 6,000 4,000

4,000 4,000

2025.5
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一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第15010110号

A1=1/50
(A3=1/100)

983

3,500 7,000

10,500

資機材倉庫 車庫

ﾊｲｴｰｽ

2
,
1
0
0

6
0
0

既存部分

増築部分

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2,7253281,2403,5002,280

3,0537,0003,5007,240

既存渡り廊下

3,5002,500

7,240

1,240

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2
8
0

Y0

A

17,740

X1 X2 X3 X4 X5 X6

A

Y2

Y3 Y3

8

団積載車

EPSPS

1,6555003,700

1階平面詳細図（増築部）

2
,
50

0

1
9
0

1
9
0

1
,
7
2
0

7
9
0

220

250

UP

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

水勾配

Y1

ｙ1

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付

Ｅ -1 3
1階（増築部）自動火災報知設備図

ＳＳ
天井内天井内

ＥＭ－ＡＥ0.9-4Ｃ(ＰＦ16)×2

Ｆ

記　号 名　　称

記号凡例

LED非常灯

内　　容 備　考

天井埋込型 バッテリー内臓

避難口誘導標識

通路誘導標識

蓄光式

蓄光式 （片矢印）

（2ｌｘ以上）

Ｆ 消火器粉末式10号　スタンド付き

保護管

※特記なき配線は下記とする。

ケーブル種別

特記事項

備　考

EM-EEF 1.6-2C PF16

EM-EEF 2.0-2C

配線凡例

PF22

ＥＭ－ＡＥ0.9-4Ｃ PF16

　点検口
(建築工事）

※ケーブルが防火区画及び防火上主要な間仕切等を貫通する箇所は

　国土交通大臣認定品を使用し、認定工法で適切な処理を施す事。

（天井内）

姿図参照

Ｓ

Ｓ

7

機器収容箱 縦型　埋込型内装

差動式スポット型感知器 露 出 型

光電式スポット感知器 ２種 露 出 型

２種

光電式スポット感知器 ２種 露 出 型

ｹｰﾌﾞﾙ 100

(認定番号PS060WL-0293)

国土交通大臣認定工法

鋼製枠(厚さ:0.25mm以上)

100mmを超える場合

支え金具

耐火ﾌﾞﾛｯｸ
建築基準法第2条第七号
の規定に基づく耐火構造

防火区画貫通部(中空壁)措置工法

※

25以上

30以上

25以上

貫通物

ﾊﾟﾃ支持金物

結束ﾊﾞﾝﾄﾞ
ﾛｸﾏﾙｼｰﾄ

ﾀﾞﾝｼｰﾙKP

　　壁厚60㎜以上
70mm以上

耐火ﾌﾞﾛｯｸ

ｹｰﾌﾞﾙ

支え金具

RC壁他

(認定番号PS060WL-0293)

国土交通大臣認定工法

防火区画貫通部(壁)措置工法

(認定番号PS060WL-0695)

国土交通大臣認定工法

防火区画貫通部(壁)措置工法

ﾀﾞﾝｼｰﾙKP

2025.5
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一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第15010110号

A1=1/50
(A3=1/100)

ｒ = 
4,0

00

ｒ = 
4,0

00

ｒ = 
4,7

00

ｒ = 
4,7

00

ｒ = 
4,0

00

1,400

2
,
10

0
60

0
28

0
6,

0
00

団長

既存部分

増築部分

棚なし

3,500 7,000 328 2,725

10,500 3,053

1,2403,5009751,400

5,715

Y0

Y1

8

分電盤端子盤

ｱﾙﾐ製庇

Y3

Y2

Y3

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

研修室

渡り廊下

団員団員職員

流し台
L=1,650

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

1
0
0

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞL=2700

ﾎｰﾙ

更衣室（1）

更衣室（2）

渡り廊下

物入

ﾄｲﾚ（男）

ﾄｲﾚ（女）

ｱﾙﾐ製庇

棚

棚

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

水勾配

KC

KCKP
ｙ1

1,218.5

7,0003,5007,240

17,740

X1 X2 X3 X4 X5 X6

A B

2階平面詳細図（増築部）

A

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付

Ｅ -1 4
2階（増築部）自動火災報知設備図　・非常照明設備図

（2ｌｘ以上）
ａ1

（2ｌｘ以上）
ａ1

（2ｌｘ以上）
ａ2

（2ｌｘ以上）

ａ2

ａ1

（2ｌｘ以上）

Ａ

ＳＳ

以降別紙図参照Ｅ-１2図

ＳＳ300×300×200ＷＰ-Ｚ35

天井内
天井内

ＥＭ－ＡＥ0.9-4Ｃ(ＰＦ16)×2

ＨＰ0.9-5Ｐ　火報

Ｆ

Ｓ

Ｓ

８

2025.5
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１Ｆ

自動火災報知設備系統図

１

１．受信機

・火災表示　　　　　　　　　　　　９Ｌ

・予備　　　　　　　　　　　　　　１Ｌ

・合計　　　　　　　　　　　　　１０Ｌ

１）種別　Ｐ型１級受信機　蓄積式　壁掛型

２）表示方式　　　　

　ａ）地区表示部　火災・諸警報表示　１０回線　窓式

　ｂ）諸警報表示部　4回線　窓式

　ｃ）ＬＥＤ表示部

　　・火災代表灯、交流電源灯、回路電圧灯、保守灯、誤操作防止灯　他

　ｄ）デジタル表示部（７セグメントＬＥＤ×３桁）

　　・火災発報第一回線番号、エラーコード表示　他

３）主音響装置　電子ブザー

４）操作方式　　押釦スイッチ

５）通話方式　　ジャック式

６）機能　　　　

　ａ）カラーユニバーサルデザイン対応（ＣＵＤＯ認定品）

　ｂ）定期試験機能

　ｃ）断線監視機能

　ｄ）誤操作防止機能

　ｅ）電源シャットダウン機能

　ｆ）遠隔試験機能付感知器対応可能（ＤＣ２４Ｖ）

７）回線内訳

註  記

縦型　埋込型機   器   収   容   箱

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

防 水 型

防 水 型

２種

特種

１種

内装

プ ル  ボ ッ ク ス

立ち上げ  ・  引き下げ

ケ  ー  ブ  ル  配  線

配    管  ・  配    線

ＣＲＥ終        端        器

標        識        板

　２．防火区画貫通箇所は、前後１ｍを金属管保護又は国土交通大臣認定工法で処理の事。

自動火災報知

火災受信所

ジョイントボックス

警　戒　区　域　番　号

警　 戒 　区 　域 　線

名        称記  号 摘          要

凡　　                       例

　３．特記なき配管配線は、下記とする。

露 出 型

配　管　つ　き　出　し

ＤＣ２４Ｖ   １５０ｍ／ｍ電                  鈴

受　　　　信　　　　機 註  記　参　照

Ｐ型１級　専用表示灯 （ＤＣ２４Ｖ ＬＥＤ）付

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

ＥＭ-ＡＥ０．９－４Ｃ

ＥＭ-ＡＥ０．９－２Ｃ

ＥＭ-ＨＰ１．２－２Ｃ （ＰＦ１６）

ＥＭ-ＡＥ０．９－４Ｃ

ＥＭ-ＡＥ０．９－２Ｃ

ＥＭ-ＨＰ１．２－２Ｃ
Ｈ Ｈ

光電式スポット感知器
露 出 型

予防保全表示機能付・オムニビュー

２種

　４．光電式スポット型感知器は、下記の機能を有する。

予防保全表示機能（交換推奨の目安を表示）

作動確認灯はリング光式（オムニビュー）

汚れ感度自動補正機能付

表示灯付フラット発信機

ファインメッシュ

２Ｆ

ＲＦ

９

３

ＨＰ０．９－５Ｐ（２５）

ＨＰ０．９－５Ｐ（２５）

Ｈ

天井ころがし配線

ＡＣ100Ｖ

Ｂ

隠蔽配管配線

副　受　信　機 P型１級１０窓

S

P

B

消　　　火　　　　器 ＡＢＣ １０型　蓄圧式　スタンド付Ｆ

２

４ ６ ５ ８

７

ＨＰ1.2-5Ｐ(25）

ＨＰ1.2-5Ｐ(25）

ＨＰ0.9-10Ｐ(31）
HP0.9-5P

HP0.9-5P（PF22)

有 限 工事名称 縮尺
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士事務所登録 第15010110号
図面名称 日付 No.秋山 哲也一級建築士登録　 　　　第226891号

A1=ＮＳ
(A3=ＮＳ)

（ 増 築 後 ） 自 動 火 災 報 知 設 備 　 系 統 図
Ｅ -1 5

（増築部分）

消防団本部棟消防庁舎棟通信指令棟

ＨＰ0.9-10Ｐ
ＨＰ1.2- 5Ｐ

2025.5
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秋山 哲也

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付
一級建築士事務所　第20010085号

一級建築士登録　  第226891号

A1=1/150
(A3=1/300)

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫

花壇

DN

玄関ポーチ

スロープ

待機室

ｽﾛｰﾌﾟ

洗面所

ロッカー室

仮眠室

機械室

展示ホール

UP

救急室
便所

通用口

ｽﾛ
ｰﾌ
ﾟ

上部

渡り廊下-1

男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

通信指令室

事務室

8,000

3,
00
0

2,
60
0

8,
50
0

22
,6
00

8,
50
0

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

1,000 7,000

8,000 6,500 8,000 8,000 6,000 4,000

4,900

48,500

8,000

1,600

7654321 8

玄関ホール

機械室

仮眠室

花壇

G.L±0

旗ポール台

足洗場

脱衣室

PS

▽道路境界線

4,700

3,300

X1

X2

浴室

乾燥室

ｼｬﾜｰ室

車 庫

7,000

8,000 6,500 8,000 8,000 8,000 6,000 4,000

48,500

1,500 5,000 3,350 4,6501,000

1 2 3 4 5 6 7 8

平成14年10月増築

通信指令棟・渡り廊下

廊下

＊ 防火区画を示す

消火栓

1階　通用口

1階　仮眠室

場 所

2階　事務室

2階　倉　庫

2階　女子トイレ

改修内容 改修時期

平成7年頃

通信指令室棟増築の際に

仮眠室を2室に分断し、廊下を追加

平成14年2月

通用口-外部に全面アルミパネル設置

平成12年頃所長室の間仕切壁を撤去。

撤去後はｽﾍﾟｰｽは事務室の一部

通信指令室より用途変更

(通信指令室棟を増築した為)

平成14年2月

・男子更衣室

印刷室より用途変更

消防団本部 外部階段　撤去・新設 平成25年3月

内部改修履歴

②

③

④

⑤

⑥

①

①

令和5年9月

Y2

X3

A

X6 BX5

X4

X1

3,5001,240

10,500

階段A

C

6
,0

0
0

花壇

UP

棚

棚

車庫

B

1
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有 限 工事名称 縮尺
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士事務所登録 第15010110号
図面名称 日付 No.秋山 哲也一級建築士登録　 　　　第226891号
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仮眠室を2室に分断し、廊下を追加

平成14年2月

通用口-外部に全面アルミパネル設置

平成12年頃所長室の間仕切壁を撤去。

撤去後はｽﾍﾟｰｽは事務室の一部

通信指令室より用途変更

(通信指令室棟を増築した為)

平成14年2月
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秋山 哲也

有 限
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房 工事名称 縮尺

No.図面名称 日付
一級建築士事務所　第20010085号

一級建築士登録　  第226891号
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通用口-外部に全面アルミパネル設置

平成12年頃所長室の間仕切壁を撤去。

撤去後はｽﾍﾟｰｽは事務室の一部

通信指令室より用途変更

(通信指令室棟を増築した為)

平成14年2月

・男子更衣室

印刷室より用途変更

消防団本部 外部階段　撤去・新設 平成25年3月

内部改修履歴
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有 限 工事名称 縮尺
会 社 環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士事務所登録 第15010110号
図面名称 日付 No.秋山 哲也一級建築士登録　 　　　第226891号
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仮眠室を2室に分断し、廊下を追加
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通用口-外部に全面アルミパネル設置

平成12年頃所長室の間仕切壁を撤去。
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